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3月1日に高等学校、
3月18日に中学校、3月19
日に小学校で卒業式が行わ
れたでござる！写真は、太田
小学校卒業式のワンシーン。
2人の卒業生が、校長先生か
ら卒業証書を受け取り、思
い出の校舎を巣立っ
たでござる！
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町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

令
和
6
年
厚
岸
町
議
会
第
１
回
定
例
会

の
開
会
に
当
た
り
、
町
政
執
行
に
関
す
る

私
の
所
信
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
本
年
元
旦
に
発
生
し
ま
し
た
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
ご
遺
族
と
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
地
の

皆
さ
ま
の
安
全
と
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
国
が
公
表
し
た
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大
地
震
の

被
害
想
定
で
は
、
能
登
半
島
地
震
と
同
様

の
震
度
７
の
大
地
震
と
こ
れ
に
伴
う
大
津

波
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
備
え
に
万

全
を
期
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
強
く
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
9
月
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
第
42
回
『
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
』
北
海
道
大
会
が
本
町

を
舞
台
に
開
催
さ
れ
、
道
内
外
か
ら
高
い

評
価
を
い
た
だ
き
、
本
町
の
歴
史
に
残
る

大
会
と
し
て
大
き
な
成
功
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
町
民
を

挙
げ
て
成
し
遂
げ
た
大
事
業
で
あ
り
、
先

人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
『
厚
岸

の
底
力
』
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
っ
け

し
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
が
厚

岸
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
両
陛
下
の
お

出
迎
え
を
し
ま
し
た
が
、
両
陛
下
か
ら
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
お
声
か
け
を
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
、
一
生
懸
命
に
受

け
答
え
を
し
て
い
る
そ
の
姿
に
接
し
、
頼

も
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
成
功
へ
と
導
い
た
『
厚
岸

の
底
力
』
を
、
厚
岸
町
民
が
誇
れ
る
揺
る

ぎ
な
い
自
信
と
し
て
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
も
生
か
さ
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
現
在
、
そ
し

て
、
そ
の
先
の
未
来
に
向
か
っ
て
、
さ
ら

な
る
厚
岸
町
の
発
展
の
た
め
、
全
力
で
町

政
運
営
に
邁
進
す
る
決
意
で
す
。

　　

本
年
度
は
、
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を

迎
え
る
『
第
6
期
厚
岸
町
総
合
計
画
・
前

令和6年度の

重点政策と予算状況 町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくりまちづくり

厚
岸
町
長

厚
岸
町
長

若
狹　

靖

若
狹　

靖

厚
岸
町
長

若
狹　

靖

　一年間のまちづくりの方針を示すのが町政執
行方針です。
　そして、それを実行するために必要なのが予
算です。
　その内容を審議する町議会第1回定例会が3
月6日から13日まで開かれ、予算案などが議決
されました。
　今月号では、若狹靖町長が初日に行った町政
執行方針、滝川敦善教育長が行った教育行政執
行方針、そして令和6年度予算の概要をお知ら
せします。

あ
い
と
う

り
ん
せ
き

あ
お

ま
い
し
ん
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主
要
な
施
策
の
推
進

主
要
な
施
策
の
推
進

期
行
動
計
画
』
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
将

来
世
代
へ
と
課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
本
計
画
に
基
づ
く
施
策
の
完

遂
に
向
け
た
確
実
な
実
行
は
も
と
よ
り
、

令
和
7
年
度
を
始
期
と
す
る
『
第
6
期
厚

岸
町
総
合
計
画
・
後
期
行
動
計
画
』
を
策

定
い
た
し
ま
す
。

　

計
画
策
定
当
初
か
ら
の
社
会
情
勢
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や

物
価
高
騰
、
ま
た
急
速
な
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
、
大
き
く
変
わ
っ

て
お
り
、
し
っ
か
り
と
現
状
を
把
握
し
、

将
来
を
見
据
え
、
総
合
計
画
の
『
め
ざ
す

ま
ち
の
姿
』と
し
て
掲
げ
た『
み
ん
な
の〝
あ

っ
け
し
〞新
時
代
の
創
造
に
向
か
っ
て
』を

確
実
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、
全
身
全
霊
を

か
け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
『
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺

海
溝
型
地
震
に
係
る
防
災
・
減
災
対
策
』

『
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
た
環
境
施
策
』『
喫
緊
に
対
応
が
必
要
な

熱
中
症
対
策
』『
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森
国
定

公
園
の
誕
生
に
伴
う
観
光
振
興
施
策
』『
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
等
の
建
て
替

え
に
係
る
基
本
構
想
の
着
手
』
の
5
点
を

令
和
6
年
度
の
重
点
課
題
と
し
て
推
進
し
、

未
来
へ
の
布
石
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
厚
岸
町
の
飛
躍
的
な
発
展
に

大
き
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
北
海
道
横
断

自
動
車
道
根
室
線『
尾
幌
糸
魚
沢
道
路
』の

早
期
完
成
と『
別
保
・
尾
幌
間
』の
計
画
段

階
評
価
の
促
進
を
引
き
続
き
国
へ
強
く
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

各
自
治
体
の
将
来
人
口
予
測
が
さ
ま
ざ

ま
あ
る
中
で
も
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
将
来
推
計
は
、
最
も
精
度

が
高
い
た
め
、
厚
岸
町
で
は
『
厚
岸
町
総

合
計
画
』
や
各
分
野
の
個
別
計
画
な
ど
に

活
用
し
、
各
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
が
昨
年
12
月
、
2
0
5
0

年
ま
で
の
全
国
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口

を
公
表
し
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
は
、

令
和
2
年
の
国
勢
調
査
人
口
と
比
較
し
、

半
分
以
下
と
な
る
4
3
4
3
人
に
ま
で
人

口
が
減
少
す
る
と
い
う
大
変
厳
し
い
推
計

が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

人
口
は
、
そ
の
ま
ち
を
支
え
る
最
も
重

要
な
基
盤
で
あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
人

口
減
少
の
危
機
意
識
の
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
将
来
的
に
人

口
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

厚
岸
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
に
お
い
て
、
私
が
取
り
組

む
主
要
な
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、
『
第

６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
』
の
５
つ
の
将
来

像
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
、だ
れ
も
が
安
全
・

安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
『
第
2
期
厚

岸
町
豊
か
な
環
境
を
守
り
育
て
る
基
本
計

画
』
に
基
づ
き
、
町
民
、
事
業
者
と
の
協

働
に
よ
る
厚
岸
町
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
世
界
的
な
問
題
で
昨
年
本
町
で
開
催

さ
れ
た
第
42
回
『
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
』
北
海
道
大
会
の
基
本
方
針
で
も
あ

る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
に
つ
い

て
、
厚
岸
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
海

岸
漂
着
ご
み
や
漁
業
者
が
操
業
中
に
回
収

し
た
漂
流
・
海
底
ご
み
の
適
正
な
処
理
を

引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
『
厚

岸
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
・
区
域

施
策
編
』
に
基
づ
き
、
環
境
保
全
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
両
立
し
た
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
豊
か
な
自
然

環
境
の
保
全
を
優
先
す
る
区
域
と
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る
区

域
の
設
定
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
、

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
と
利
便
性
向
上

の
た
め
、
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン

キ
リ
エ
の
駐
車
場
に
電
気
自
動
車
用
急
速

充
電
設
備
を
導
入
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

環
境
へ
の
負
担
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
町
民
、
事
業
者
を
対
象

と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
関
す
る
勉
強

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
水
道

水
源
の
確
保
に
向
け
、
大
別
地
区
に
お
け

る
地
下
水
源
調
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る

ほ
か
、
宮
園
地
区
に
お
い
て
老
朽
化
し
た

水
道
管
の
更
新
整
備
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
上
尾
幌
地
区
に
お
い
て
老
朽
化
し
た
水

道
管
の
更
新
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

太
田
・
片
無
去
地
区
に
お
け
る
営
農
用
水

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の
道
営
事
業
と

合
わ
せ
て
、
水
道
管
の
更
新
整
備
に
着
手

す
る
ほ
か
、
令
和
7
年
度
か
ら
の
地
方
公

営
企
業
法
の
全
部
適
用
に
向
け
た
移
行
事

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
白
浜
4
丁

目
地
区
の
汚
水
管
整
備
を
完
成
さ
せ
る
と

と
も
に
、
終
末
処
理
場
な
ど
の
老
朽
化
し

た
施
設
更
新
整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

か
ん　

す
い
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く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
厚
岸
警
察
署
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
た
ま
ち

の
見
守
り
活
動
を
実
施
す
る
ほ
か
、
犯
罪

被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
早
期
回
復
ま

た
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
支
援
制
度
の
創

設
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
適
宜
の
情
報
提
供
や

啓
発
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
特
殊

詐
欺
対
策
電
話
機
等
の
設
置
に
対
す
る
助

成
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

消
防
に
つ
い
て
は
、
消
火
活
動
を
強
化

す
る
た
め
、
厚
岸
消
防
署
の
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
や
消
火
栓
の
更
新
の
ほ
か
、
各
種

消
防
資
機
材
の
整
備
な
ど
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
津
波
避
難
困
難
地

域
の
港
町
地
区
に
お
い
て
、
周
辺
住
民
の

津
波
災
害
時
の
避
難
を
よ
り
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
、
集
会
施
設
の
機
能
を
併
せ

持
つ
津
波
避
難
施
設
と
し
て
令
和
7
年
度

の
完
成
を
目
指
し
、
仮
称
・
厚
岸
町
防
災

交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
に
着
手
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
津
波
か
ら
の
避
難
開
始
が
遅
れ

指
定
緊
急
避
難
場
所
へ
の
避
難
が
間
に
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
少
し

で
も
命
が
助
か
る
可
能
性
が
高
い
場
所
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
津
波
の

基
準
水
位
以
上
の
高
さ
に
避
難
場
所
を
有

し
、
耐
震
性
が
高
い
建
物
を
『
一
時
避
難

る
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
『
厚
岸

町
空
家
等
対
策
計
画
』
に
基
づ
き
、
民
間

住
宅
等
の
除
去
に
対
す
る
支
援
、
『
空
き

家
バ
ン
ク
』
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
と
運

営
、
居
住
を
前
提
と
し
た
空
き
家
等
の
購

入
に
伴
う
改
修
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
『
厚
岸
町
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、

用
途
地
域
等
の
見
直
し
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
に
つ
い
て
は
、
『
厚
岸
町

公
園
適
正
化
計
画
』
に
基
づ
き
、
施
設
機

能
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
な
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

引
き
続
き
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
る

活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
通
学
道
路

な
ど
の
現
地
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ

危
険
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を

関
係
機
関
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
自
動
車
運
転
免
許
証

の
自
主
返
納
を
促
進
す
る
た
め
、
不
便
軽

減
に
係
る
支
援
制
度
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
自
転
車
事
故
の
防
止
と
被
害
軽
減
を

図
る
た
め
、
自
転
車
安
全
運
転
講
習
会
の

実
施
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
お
よ
び
自
転
車

保
険
加
入
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の
な
い
明
る

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
『
尾
幌
糸
魚

沢
道
路
』の
早
期
完
成
と『
別
保
・
尾
幌
間
』

の
計
画
段
階
評
価
の
促
進
の
た
め
、
引
き

続
き
関
係
市
町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、

事
業
予
算
確
保
に
向
け
た
要
請
活
動
や
機

運
醸
成
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
床
潭
末
広
間
道
路
、

太
田
2
号
道
路
、
太
田
地
区
防
雪
柵
、
実

験
所
道
路
法
面
の
整
備
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に

太
田
門
静
間
道
路
擁
壁
の
補
修
、
港
町
2

条
通
り
の
車
道
と
歩
道
の
改
修
、
宮
園
台

1
号
通
り
の
用
地
確
定
測
量
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
花

咲
線
の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
沿
線
自
治

体
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
利
用
促

進
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線

の
維
持
・
存
続
の
た
め
、
必
要
な
支
援
を

引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
交
通
路
線
の
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
運
行
経
路
見
直
し
の
検
討
を
す
る
と

と
も
に
、
町
内
公
共
交
通
の
担
い
手
と
な

る
運
転
手
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
奔
渡

団
地
の
給
排
水
設
備
の
更
新
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
白
浜
団
地
の
給

水
管
の
更
新
、
外
壁
と
屋
根
の
改
修
お
よ

び
梅
香
団
地
の
屋
根
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
住
宅
の

新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
省
エ
ネ
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
や
耐
震
改
修
、
解
体
に
対
す

施
設
』
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
対
応
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
北
海
道
と
本
町
を
含
む
関
係
市
町

村
が
共
同
で
行
う
北
海
道
防
災
総
合
訓
練

の
一
部
が
、
本
町
を
会
場
に
行
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
厚
岸
町
避
難
訓
練
の
実
施
と
合

わ
せ
、
地
域
住
民
お
よ
び
防
災
関
係
機
関

と
連
携
し
た
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
育
委
員
会
や
自
治
会
・

自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
災
害
図

上
訓
練
や
避
難
所
運
営
演
習
を
継
続
す
る

な
ど
、
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
山
対
策
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
に
お

い
て
梅
香
地
区
2
カ
所
と
筑
紫
恋
地
区
1
　　　

　

よ
う
へ
き

じ
ゅ
ん
し
ゅ

あ

き
ょ
う
り
ょ
う
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寿
命
化
を
図
る
と
と
も
に
、
カ
キ
種
苗
供

給
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

厚
岸
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
種
苗
生
産

に
つ
い
て
は
、
幼
生
・
餌
料
の
提
供
お
よ

び
、
育
成
技
術
の
協
力
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
海
域
で
の
カ
キ
養
殖
現
場

で
は
、
気
候
変
動
に
伴
う
海
水
温
上
昇
な

ど
の
新
た
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
養

殖
技
術
の
改
良
試
験
や
情
報
収
集
を
積
極

的
に
行
い
、
生
産
者
が
安
心
し
て
生
産
活

動
に
取
り
組
め
る
体
制
構
築
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
加
工
向
け

乳
価
の
引
き
上
げ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
生

乳
の
生
産
抑
制
に
加
え
、
猛
暑
に
お
け
る

乳
量
低
下
、
飼
料
を
は
じ
め
と
す
る
資
材

価
格
の
高
止
ま
り
等
が
酪
農
経
営
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

道
内
農
業
団
体
で
は
、
生
乳
生
産
の
抑

制
環
境
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
動
き
が
見

ら
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
町
村
で
組
織
す
る

北
海
道
酪
農
振
興
町
村
長
会
議
等
に
よ
る

合
同
中
央
要
請
活
動
の
ほ
か
、
農
業
協
同

組
合
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
に
つ
い
て
は
、
太
田
・

片
無
去
地
区
に
お
け
る
営
農
用
水
の
安
定

供
給
を
図
る
た
め
、
施
設
更
新
整
備
を
継

わ
れ
て
い
る
『
ウ
ニ
の
陸
上
養
殖
実
証
試

験
』
に
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
本
町

に
お
け
る
新
た
な
漁
業
形
成
に
繋
が
る
よ

う
、
必
要
な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、
厚
岸
漁
港
に

お
け
る
航
路
浚
渫
お
よ
び
湖
北
・
湖
南
地

区
の
岸
壁
嵩
上
げ
等
の
着
実
な
事
業
推
進

と
、
床
潭
漁
港
に
お
け
る
泊
地
の
静
穏
域

確
保
に
向
け
た
外
防
波
堤
の
早
期
着
工
お

よ
び
航
路
・
泊
地
浚
渫
等
を
引
き
続
き
国

と
北
海
道
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
岸
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
対
策
が

必
要
と
さ
れ
る
箇
所
の
早
期
着
工
を
引
き

続
き
北
海
道
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

カ
キ
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
カ

キ
の
飼
育
や
藻
類
培
養
の
各
設
備
の
適
切

な
維
持
管
理
と
運
用
を
行
い
、
施
設
の
長

カ
所
の
治
山
工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

危
険
が
予
想
さ
れ
る
箇
所
や
復
旧
を
要
す

る
箇
所
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
北
海
道

に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
委
託

を
受
け
て
行
う
矢
臼
別
演
習
場
内
の
河
川

に
お
け
る
土
砂
流
出
対
策
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

土
地
保
全
に
つ
い
て
は
、
桜
通
り
の
地

す
べ
り
観
測
と
対
策
工
事
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
4
月

か
ら
不
燃
ご
み
の
埋
め
立
て
を
釧
路
市
の

ご
み
最
終
処
分
場
に
お
い
て
行
う
広
域
処

理
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
ご

み
の
減
量
化
と
資
源
化
の
取
り
組
み
を
推

進
し
、
ご
み
量
に
応
じ
た
負
担
金
の
削
減

を
図
る
た
め
、
ご
み
分
別
出
前
講
座
に
よ

る
啓
発
活
動
と
、
広
報
あ
っ
け
し
に
よ
る

ご
み
の
分
別
方
法
お
よ
び
そ
の
徹
底
の
周

知
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
北

海
道
、
地
方
独
立
行
政
法
人
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
な
ど
と
連
携
し
、
個
体
数
の

適
正
管
理
の
た
め
、
計
画
的
な
捕
獲
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

の
安
全
確
保
や
財
産
を
守
る
た
め
、
必
要

に
応
じ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継
続
、
監
視
カ

メ
ラ
や
箱
わ
な
の
設
置
な
ど
、
問
題
個
体

の
的
確
な
捕
獲
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と

も
に
、
人
里
へ
の
出
没
抑
制
と
捕
獲
す
る

人
材
の
育
成
の
た
め
、
地
元
猟
友
会
と
連

携
し
、
残
雪
期
に
お
け
る
冬
眠
中
や
冬
眠

明
け
の
ヒ
グ
マ
を
捕
獲
す
る
『
春
期
管
理

捕
獲
』
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

全
道
的
に
ヒ
グ
マ
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ヒ
グ
マ
個
体
数
の
適
正
な
管
理
を

北
海
道
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
令

和
7
年
度
ま
で
に
国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
総
合
行
政
情
報

シ
ス
テ
ム
の
環
境
設
定
な
ど
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

多
彩
な
資
源
が
輝
き
、

活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

漁
業
に
つ
い
て
は
、
沖
合
漁
業
等
が
大

変
厳
し
い
状
況
の
中
、
特
に
サ
ン
マ
の
記

録
的
な
不
漁
は
漁
業
者
の
み
な
ら
ず
、
水

産
加
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
産
業
へ

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
今
後
の
安
定
的

な
水
産
物
の
生
産
を
維
持
す
る
た
め
、
厚

岸
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
カ
キ
、
ア

サ
リ
、
コ
ン
ブ
等
沿
岸
漁
業
の
資
源
管
理

や
増
養
殖
を
進
め
る
と
と
も
に
、
赤
潮
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
漁
場
の
回
復
に
向
け

た
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

陸
上
養
殖
に
つ
い
て
は
、
筑
紫
恋
の
釧

路
管
内
水
産
種
苗
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行

し
ゅ
ん
せ
つし

ゅ
ん
せ
つ

じ
り
ょ
う

そ
う
る
い
ば
い
よ
う

か
さ
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木
材
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
を
温
水
プ
ー
ル
へ
導
入
い

た
し
ま
す
。

　

路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
営
事
業

に
よ
り
別
寒
辺
牛
２
号
線
の
整
備
を
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

き
の
こ
菌
床
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
生
産
者
を
支
援
す
る
た
め
、
良

質
で
安
価
な
き
の
こ
菌
床
の
安
定
供
給
に

努
め
る
と
と
も
に
、
種
菌
メ
ー
カ
ー
と
連

携
し
て
経
営
安
定
化
に
資
す
る
情
報
提
供

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
生
産
者
誘
致
に
つ
い
て
は
、

し
い
た
け
収
穫
体
験
の
開
催
や
地
域
生
産

者
と
の
連
携
に
よ
る
研
修
受
け
入
れ
体
制

の
構
築
の
ほ
か
、
菌
床
の
無
償
提
供
や
生

産
施
設
用
地
の
貸
し
付
け
等
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
地
域

と
の
定
期
的
な
懇
談
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
商

工
業
者
の
事
業
継
続
と
町
民
の
生
活
支
援

を
図
る
た
め
、
第
5
弾
と
な
る
『
が
ん
ば

ろ
う
厚
岸
応
援
券
』
を
発
行
い
た
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
厚
岸

町
商
工
会
や
金
融
機
関
と
連
携
し
、
融
資

制
度
や
設
備
投
資
へ
の
支
援
制
度
の
活
用

を
促
進
す
る
た
め
の
周
知
を
行
う
な
ど
、

『
厚
岸
町
中
小
企
業
振
興
計
画
』に
基
づ
く

各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

施
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
有
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
厚
岸
町

森
林
組
合
と
連
携
し
、
民
有
林
振
興
対
策

事
業
と
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
補

助
制
度
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

森
林
整
備
担
い
手
対
策
推
進
事
業
な
ど
を

支
援
す
る
ほ
か
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

林
業
就
業
者
の
育
成
・
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

町
民
の
森
植
樹
祭
に
つ
い
て
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
森
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
引
き

続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
の
水
分
調
整
材
等
に
町
有
林
施

業
に
よ
る
林
地
残
材
を
活
用
す
る
ほ
か
、

続
す
る
と
と
も
に
、
農
作
業
の
負
担
軽
減

と
持
続
的
な
酪
農
経
営
推
進
の
た
め
、
各

農
業
協
同
組
合
が
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業

に
用
い
る
農
業
機
械
の
導
入
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

飼
料
自
給
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
道

営
草
地
整
備
事
業
の
継
続
に
よ
り
、
良
質

な
粗
飼
料
の
安
定
確
保
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
規
就
農

希
望
者
向
け
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
や
、
町

内
小
学
校
に
お
け
る
酪
農
体
験
学
習
の
実

施
な
ど
、
農
業
協
同
組
合
や
農
業
委
員
会
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
酪
農
の
魅
力
を

伝
え
る
場
を
設
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

家
畜
防
疫
に
つ
い
て
は
、
厚
岸
町
家
畜

自
衛
防
疫
協
議
会
で
の
予
防
注
射
や
各
種

検
査
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
防
疫
対
策

の
重
要
性
を
引
き
続
き
啓
発
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
営
牧
場
に
つ
い
て
は
、
よ
り
適
正
な

預
託
牛
の
育
成
・
管
理
を
図
る
た
め
、
作

業
環
境
の
整
備
と
飼
養
管
理
技
術
の
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ふ
ん
尿
処
理
の

充
実
を
図
る
た
め
、
処
理
施
設
の
更
新
整

備
を
行
い
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
放
牧
地

へ
の
電
気
柵
設
置
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
有
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
定
し

た
事
業
量
を
確
保
し
、
林
業
就
業
者
の
雇

用
を
図
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
森
林

保
全
を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
的
な
森
林

　

ま
た
、『
特
産
品
等
開
発
支
援
制
度
』の

さ
ら
な
る
利
用
促
進
を
図
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
も
繋
が
る
魅
力
あ
る
特
産

品
開
発
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
各
種
催

事
に
お
け
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
国
内
旅
行
や
訪
日

外
国
人
旅
行
が
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に

戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
厚
岸
霧
多
布
昆
布
森

国
定
公
園
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

『
厚
岸
町
観
光
振
興
計
画
』に
基
づ
き
、
厚

岸
観
光
協
会
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
自

然
や
食
、
歴
史
・
文
化
を
活
用
し
た
特
色

あ
る
観
光
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
道
東
自
動
車
道
阿
寒
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
釧
路
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
開
通
に
合
わ
せ
た
道
東
道
延
伸
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
近
隣
市
町
村
と
共
に
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
コ
ン
キ
リ
エ

に
つ
い
て
は
、
総
合
観
光
雑
誌
『
北
海
道

じ
ゃ
ら
ん
』
の
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
・
飲

食
部
門
に
お
い
て
、
全
道
１
２
７
駅
中
、

13
年
連
続
１
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
観
光

中
核
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。
来
館
者
数
や
売
り
上
げ
は
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に
戻
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
物
価
高
騰
の
影
響
は
大
き
く
、

経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信
を

行
う
ほ
か
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た
食
の

　

し
ゅ
き
ん
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人
の
命
と
健
康
に
関
わ
る
分
野
で
あ
り
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
疾
病
の
早
期
発
見

の
た
め
、
が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
、

後
期
高
齢
者
の
生
活
習
慣
病
検
診
の
受
診

の
必
要
性
と
制
度
の
周
知
の
ほ
か
、
よ
り

受
診
し
や
す
い
環
境
整
備
を
図
る
な
ど
、

引
き
続
き
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
町
民

の
健
康
維
持
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
恐
れ

の
あ
る
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
の
た
め
、

リ
ス
ク
の
高
い
65
歳
以
上
の
人
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
創

設
い
た
し
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

経
験
か
ら
日
常
的
な
予
防
対
策
が
定
着
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
流
行
期
に
お
け
る

迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
提
供
や
対
応
に
努

め
る
と
と
も
に
、
流
行
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
町
内
の
医
療
機
関
や
関
係
機
関
で
構

成
す
る
感
染
症
情
報
共
有
連
絡
会
議
を
通

じ
、
各
種
感
染
症
に
対
す
る
危
機
意
識
の

高
揚
と
予
防
接
種
の
勧
奨
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
立
厚
岸
病
院
は
、『
つ
ね
に〝
や
さ
し

さ
〞を
も
っ
て
診
療
に
専
心
す
る
』こ
と
を

基
本
理
念
に
、
町
民
の
命
と
健
康
を
支
え

る
中
核
的
な
医
療
機
関
と
し
て
、
身
近
で

信
頼
さ
れ
る『
か
か
り
つ
け
医
』に
よ
る
地

域
医
療
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

診
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
本
年
３
月
末

を
も
っ
て
外
科
医
師
１
人
が
退
職
し
、
常

勤
医
師
３
人
体
制
と
な
る
中
、
定
期
支
援

婦
等
を
対
象
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
を
始
期
と
す
る
『
第
３
期
み
ん
な
す
こ

や
か
厚
岸
21
』で
掲
げ
た『
幼
児
の
む
し
歯

が
多
い
』『
成
人
の
喫
煙
率
が
高
い
』『
塩
分

摂
取
量
が
多
い
』
の
3
点
の
重
点
課
題
を

は
じ
め
、
各
分
野
ご
と
に
設
定
し
た
目
標

値
の
達
成
と
、
さ
ら
な
る
健
康
意
識
の
向

上
の
た
め
、
本
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

食
育
の
推
進
と
自
殺
対
策
に
つ
い
て
は
、

地
域
特
性
や
地
域
事
情
に
合
わ
せ
、
関
係

機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

引
き
続
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
町
民
一
人
一

提
供
や
厚
岸
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
を
図
る
た
め
、
駐
車
場
等
の
改
修

や
自
動
火
災
報
知
設
備
の
更
新
を
行
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
の
観
光
施
設
に
つ
い
て
は
、

訪
れ
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
た
め
、
子
野
日
公
園
の
Ｕ

字
溝
改
修
や
抜
根
、
普
賢
象
ハ
ウ
ス
の
撤

去
を
行
う
ほ
か
、
原
生
花
園
あ
や
め
ヶ
原

の
東
側
牧
柵
を
改
修
い
た
し
ま
す
。

　

雇
用
に
つ
い
て
は
、
町
内
就
業
を
促
進

す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
に

よ
る
町
内
求
人
情
報
の
公
開
と
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
求
職
・
求
人
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
、
事
業
者
が
雇
用
を
維

持
す
る
た
め
の
各
種
制
度
の
周
知
を
引
き

続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
町
雇
用
対
策
連
絡
会
議
を

通
じ
、
町
内
の
企
業
や
団
体
、
厚
岸
翔
洋

高
等
学
校
と
新
規
採
用
な
ど
の
雇
用
対
策

に
関
す
る
情
報
の
共
有
を
図
る
ほ
か
、
町

内
事
業
所
へ
の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、

企
業
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
専
門
技
術
の
習
得
や
季
節

労
働
者
の
通
年
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
、

釧
路
地
方
職
業
能
力
開
発
協
会
な
ど
と
連

携
し
、
各
種
研
修
機
会
の
提
供
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

労
働
環
境
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
や
介
護
と
仕
事
を
両
立
し
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
促
進

す
る
た
め
、
事
業
者
等
に
対
し
、
働
き
や

す
い
環
境
整
備
の
た
め
の
制
度
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
笑
顔
で
健
や
か
に
、

つ
な
が
り
支
え
合
う
ま
ち

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

『
第
2
期
厚
岸
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
』
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
引
き

続
き
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
さ
ら
な
る
環
境
の
整
備
充
実
を

図
る
た
め
、
国
の
指
針
に
沿
い
本
年
度
中

に
第
3
期
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
に
つ
い
て
は
、
喫
緊

に
対
応
が
必
要
な
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

保
育
所
、
児
童
館
お
よ
び
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
冷
房
設
備
を
導
入
し
、
児
童
の

安
全
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
保
育
所
に

お
け
る
全
て
の
子
ど
も
の
保
育
料
と
食
材

料
費
の
無
償
化
お
よ
び
幼
稚
園
に
対
す
る

副
食
費
の
助
成
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
娠
前
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
包
括
的
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

不
妊
治
療
費
用
の
自
己
負
担
に
対
す
る
助

成
制
度
の
拡
充
や
、
伴
走
型
相
談
支
援
の

継
続
の
ほ
か
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
に
よ

る
情
報
提
供
、
出
産
祝
金
10
万
円
の
支
給
、

子
育
て
世
帯
の
外
出
支
援
に
対
す
る
ハ
イ

ヤ
ー
券
の
交
付
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

利
用
料
の
助
成
、
子
育
て
お
助
け
ブ
ッ
ク

の
配
付
、
妊
婦
健
康
診
査
通
院
費
の
助
成

な
ど
、
本
町
の
独
自
事
業
を
継
続
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
お
よ
び
妊
産

　

し
っ
ぺ
い

こ
う
よ
う

か
ん
し
ょ
う
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り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
を

始
期
と
す
る
『
第
９
期
厚
岸
町
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
』
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
で

き
る
よ
う
、
本
計
画
に
基
づ
く
各
種
の
事

業
や
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
に
向
け
、
医
療
機
関
や
介
護
事
業
所

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
強

化
お
よ
び
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な

運
用
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

中
心
と
し
た
地
域
の
支
え
合
い
体
制
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
ケ
ア
会
議
を

も
同
様
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
と
良

質
で
安
定
し
た
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す

る
た
め
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、
そ
の
確

保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

病
院
経
営
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
な

ど
に
よ
り
患
者
数
が
減
少
し
、
医
業
収
益

が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
経
営
状
況
が
続

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
町
立
厚
岸
病
院

経
営
強
化
プ
ラ
ン
』
に
掲
げ
た
経
営
強
化

の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
経
営
改
善
に
努

め
、
公
立
病
院
と
し
て
の
使
命
と
役
割
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
児
救
急
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
な
ど

の
広
域
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
管
内
市

町
村
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
そ

の
体
制
維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
厚
岸

郡
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
浜
中
町
と
の
協
議
を
進
め
、
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
4
期
厚

岸
町
地
域
福
祉
計
画
』
に
掲
げ
る
目
標
を

達
成
で
き
る
よ
う
、
厚
岸
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る
機

関
や
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う

と
と
も
に
、
特
に
家
族
介
護
者
で
あ
る
ケ

ア
ラ
ー
や
複
数
の
課
題
を
抱
え
る
家
庭
へ

の
支
援
は
、
各
制
度
ご
と
で
は
な
く
総
合

的
に
連
携
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、『
分
野
や
属
性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
』

『
参
加
支
援
』『
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
』

を
一
体
的
に
行
う
重
層
的
支
援
体
制
の
整

備
に
向
け
、
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

医
師
を
確
保
し
、
内
科
、
外
科
お
よ
び
小

児
科
の
基
本
診
療
に
加
え
、
釧
路
市
内
の

総
合
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
整
形
外
科
お

よ
び
脳
神
経
外
科
の
定
期
診
療
を
行
う
ほ

か
、
24
時
間
救
急
と
人
工
透
析
の
医
療
提

供
体
制
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

病
棟
体
制
に
つ
い
て
は
、
急
性
期
か
ら

慢
性
期
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
の
患
者

の
受
け
入
れ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
高

度
医
療
や
専
門
治
療
が
必
要
と
さ
れ
る
患

者
に
は
、
釧
路
市
内
の
総
合
病
院
な
ど
高

次
医
療
機
関
へ
の
適
切
な
紹
介
を
速
や
か

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
医

師
は
も
と
よ
り
看
護
師
の
不
足
が
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
町
立
厚
岸
病
院

通
じ
て
現
状
に
お
け
る
地
域
課
題
を
検
討

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
や

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
見
守
り
体
制
の
構
築
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の

人
材
養
成
や
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
く
ほ

か
、
介
護
予
防
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
を

図
る
た
め
の
元
気
い
き
い
き
高
齢
者
応
援

事
業
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
と
在
宅

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、

継
続
的
か
つ
安
定
的
な
管
理
運
営
と
入
居

者
・
利
用
者
の
安
心
に
資
す
る
た
め
、
引

き
続
き
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
第
三
者
評
価
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
心
和
園
な
ど
の
建
て
替
え
に
向
け
て
、

防
災
機
能
を
備
え
た
老
人
福
祉
施
設
の
基

本
構
想
の
策
定
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設『
こ
こ
み
』に
つ
い

て
は
、
入
所
者
自
ら
の
力
で
日
常
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
を

中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、

引
き
続
き
安
定
し
た
施
設
運
営
と
超
高
齢

社
会
を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
5
期

厚
岸
町
障
が
い
者
基
本
計
画
』
と
本
年
度
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し
て
運
営
委
員
会
を
通
じ
て
、
地
域
に
貢

献
し
次
世
代
に
対
応
で
き
る
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
な
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
関
係
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

厚
岸
小
学
校
体
育
館
の
屋
根
改
修
の
ほ
か
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
更

新
お
よ
び
空
調
機
フ
ィ
ル
タ
ー
室
内
補
修

を
行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
実
施
を
見
合
わ
せ
て
い
た
姉
妹
都

市
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
ラ
レ
ン
ス
市

と
の
中
学
生
等
国
際
交
流
事
業
を
再
開
す

る
実
行
委
員
会
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
は
、
ア
ッ
ケ
シ

ソ
ウ
の
試
験
栽
培
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
み
、

豊
か
な
人
間
性
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

　

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
こ
と
は
、
私
の
重
要
な
使
命

で
あ
り
ま
す
。

　

総
合
教
育
会
議
を
通
じ
、
教
育
委
員
会

と
十
分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、
地
域
の
教

育
課
題
や
あ
る
べ
き
姿
を
共
有
し
て
、
よ

り
一
層
民
意
を
反
映
し
た
教
育
行
政
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
に
関
す
る
教
育
行
政
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
の
継
続
し
た
学
び
を

保
障
す
る
た
め
、
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
感
染
症

対
策
や
熱
中
症
対
策
を
は
じ
め
、
状
況
に

応
じ
た
適
切
な
対
処
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

就
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
や
一
部
教
材
購
入
費
の
全
額
公
費
負
担
、

修
学
旅
行
経
費
の
半
額
助
成
、
経
済
的
理

由
に
よ
る
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護

者
へ
の
援
助
費
の
一
部
支
給
を
引
き
続
き

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
に
つ
い
て

は
、
通
学
バ
ス
定
期
券
購
入
助
成
と
ス
ク

ー
ル
バ
ス
に
よ
る
部
活
動
の
大
会
送
迎
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
入
学
志
願
者
確
保

の
た
め
、
学
校
と
連
携
し
て
道
内
外
へ
積

極
的
に
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
と

を
始
期
と
す
る
『
第
7
期
厚
岸
町
障
が
い

福
祉
計
画
』
に
基
づ
き
、
訪
問
入
浴
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
日
中
一
時
支
援
事
業
な
ど
、

障
が
い
の
あ
る
人
の
地
域
で
の
生
活
支
援

や
自
宅
で
常
時
介
護
す
る
家
族
へ
の
支
援

な
ど
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
申
請
な
ど
の
各
種
制
度
を

利
用
す
る
際
に
必
要
と
な
る
診
断
書
等
の

取
得
費
用
や
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
費

用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
釧
路
圏
域

に
お
け
る
緊
急
時
の
受
け
入
れ
の
た
め
の

空
床
の
確
保
と
、
そ
の
体
制
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、『
第
５
期
厚
岸
町
障
が
い
者
基

本
計
画
』
の
計
画
期
間
が
最
終
年
度
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
や
関
係
機
関
、

団
体
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
本
年
度
中
に

第
6
期
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
特

定
健
康
診
査
の
受
診
の
必
要
性
の
周
知
と

被
保
険
者
の
行
動
変
容
を
促
す
受
診
勧
奨

を
行
う
ほ
か
、
医
療
機
関
と
連
携
し
た
み

な
し
健
診
等
に
よ
る
未
受
診
者
対
策
を
実

施
し
、
疾
病
の
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
と
と

も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
適
正
な
課
税

と
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、
安
定
し
た
事

業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

を
始
期
と
す
る
『
第
9
期
介
護
保
険
事
業

計
画
』
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
が
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
と
の
連
携
に
努
め
る
ほ
か
、
介
護

保
険
料
に
係
る
低
所
得
者
の
軽
減
措
置
を

継
続
す
る
な
ど
、
適
正
な
保
険
運
営
と
円

滑
な
制
度
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
要
介
護

度
の
高
い
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
紙
お
む
つ

な
ど
の
介
護
用
品
購
入
給
付
券
を
交
付
す

る
在
宅
介
護
用
品
給
付
事
業
や
介
護
予
防

と
筋
力
維
持
を
図
る
貯
筋
健
診
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
介
護

資
格
取
得
費
用
に
対
す
る
助
成
制
度
や
、

町
内
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
お
い
て
不

足
し
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
の
確
保
を

図
る
た
め
の
奨
励
金
制
度
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

生
活
保
障
と
自
立
支
援
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
生
活
相
談
に
適
切
に
対
応
し
、
生

活
保
護
制
度
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
な
ど
の
各
種
制
度
に
繋
げ
る
な
ど
、
生

活
実
態
に
即
し
た
支
援
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
の
高
齢
者
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
福
祉
灯
油

等
購
入
助
成
事
業
の
制
度
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ち
ょ
き
ん
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身
に
つ
け
た
職
員
、
い
わ
ゆ
る『
人
財
』の

育
成
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
『
厚
岸
町
職
員

定
員
管
理
計
画
』の
確
実
な
実
行
と『
厚
岸

町
職
員
人
財
育
成
基
本
方
針
』
に
基
づ
く

職
員
研
修
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

人
事
評
価
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
る
ほ

か
、
職
員
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
高
齢
期
職
員
の
豊
富
な
知
識
、
技
術
、

経
験
等
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、

次
の
世
代
に
承
継
す
る
機
会
を
創
出
し
、

限
ら
れ
た
人
員
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
で

き
る
組
織
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
効
率
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
権
意
識
の
啓
発
に
つ
い
て
は
、
町
民

に
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

人
権
擁
護
委
員
や
釧
路
地
方
法
務
局
と
連

携
し
て
、
啓
発
活
動
や
人
権
教
室
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
特
設
人
権
相
談
の
実
施

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、
友
好
都
市
の

山
形
県
村
山
市
と
の
物
産
交
流
等
を
引
き

続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
村
山
市
が
本
年
11

月
１
日
に
市
制
施
行
70
年
の
節
目
の
年
を

迎
え
る
と
と
も
に
、
本
町
と
の
友
好
都
市

提
携
を
き
っ
か
け
に
誕
生
し
た
『
む
ら
や

ま
徳
内
ま
つ
り
』
が
本
年
、
30
周
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
さ
ら
な

る
友
好
の
絆
を
深
め
る
た
め
、
『
む
ら
や

ま
徳
内
ま
つ
り
』
の
開
催
日
程
に
合
わ
せ

て
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
村
山
市
を
訪

問
す
る
交
流
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
に
つ
い
て
は
、
各
種
支
援

制
度
の
継
続
と
、
都
市
圏
へ
の
イ
ベ
ン
ト

出
展
な
ど
、
効
果
的
な
情
報
発
信
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
募
集
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

定
住
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
そ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
見
直
し
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
複
雑
化
す
る
行
政
需

要
、
多
様
な
町
民
要
望
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
限
ら
れ
た
人
員
の
効
果
的
な
配
置

と
専
門
的
か
つ
高
度
な
職
務
遂
行
能
力
を

自
生
地
の
保
護
・
増
殖
の
研
究
お
よ
び
観

光
資
源
へ
の
活
用
を
研
究
機
関
等
と
連
携

し
て
引
き
続
き
検
討
す
る
ほ
か
、
関
係
自

治
体
と
の
交
流
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
運
動

促
進
や
競
技
能
力
向
上
の
た
め
、
令
和
７

年
度
か
ら
の
温
水
プ
ー
ル
の
通
年
開
館
に

向
け
た
協
議
を
進
め
る
ほ
か
、
多
目
的
屋

内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
さ
ら
な
る
誘

致
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

多
様
な
つ
な
が
り
に
よ
り
、

共
に
生
き
、共
に
創
り
上
げ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

　

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
広
報
あ
っ
け

し
や
町
要
覧
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
や
町
内
の
話
題
な
ど
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
広
聴
活
動
で
は
、
町
民
の

声
を
広
く
取
り
上
げ
、
町
民
参
加
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

庁
舎
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
来
庁
者
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
見
や
す
く
分

か
り
や
す
い
案
内
表
示
と
適
宜
の
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
へ

の
各
種
補
助
制
度
と
地
域
担
当
職
員
制
度

に
よ
る
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
集

会
施
設
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
適
正
な

維
持
管
理
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
た
整
備

　

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
そ

の
基
本
と
な
る
国
の
地
方
財
政
計
画
で
は
、

地
方
公
共
団
体
が
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
つ
つ
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
の

強
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対

応
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

で
き
る
よ
う
、
地
方
交
付
税
を
１
･
７
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
す
る
な
ど
、
必
要
な
一

般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

度
の
一
般
会
計
予
算
案
は
、
約
１
２
７
億

１
９
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て

24
･
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
24
億
５
８
０
０

万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
、
町
税
は
、
主
に

償
却
資
産
の
増
加
な
ど
に
よ
る
固
定
資
産

税
の
増
額
を
見
込
み
、
約
11
億
５
７
０
０

万
円
を
計
上
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
金
は
、
前
年
度
に
比
較
し
て
４
億
円
増

の
11
億
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
町
の
貴

重
な
自
主
財
源
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
実
施
に
有
効
活
用
し
て
お
り
、
今
後
も

寄
附
者
の
満
足
度
向
上
を
図
り
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
に
繋
げ
る
た
め
、
よ
り

一
層
の
返
礼
品
の
充
実
や
旬
な
話
題
の
提

供
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
は
、
町
税
な
ど
の
増
額
に

よ
る
基
準
財
政
収
入
額
の
増
額
を
見
込
み
、

前
年
度
に
比
較
し
て
約
１
８
０
０
万
円
減

じ
ん
ざ
い



11 特集 ～令和6年度のまちづくり～

思
想
家『
孔
子
』の
残
し
た
語
録
か
ら『
民

信
無
く
ん
ば
立
た
ず
』
を
引
用
し
、
政
治

を
行
う
人
が
国
民
の
信
頼
を
失
っ
た
ら
政

治
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
改
め
て
町
職
員
と
も
ど
も

肝
に
銘
じ
、
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
町
政
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
は
町
長
と
し
て
、
そ
の
使

命
を
果
た
す
た
め
、『
初
心
を
忘
れ
ず
』こ

れ
ま
で
の
政
治
生
活
で
培
っ
て
き
た
知
識

と
経
験
、
職
員
の
持
つ
構
想
力
と
実
行
力
、

さ
ら
に
は
町
民
の
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
集

し
、
ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
克

服
す
る
勇
気
と
、
た
ゆ
む
こ
と
な
く
挑
戦

す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
、
当
面
す
る
課
題

に
果
敢
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
、
町
民
の
皆
さ

ん
。
共
に
力
を
合
わ
せ
て
、
厚
岸
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
所
信
と
い
た
し

ま
す
。

が
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
今
後
さ
ら
な
る

大
型
事
業
を
控
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
大
胆
な
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
的
な
財

政
運
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
６
年
度
の
町
政
を
執
行
す

る
に
当
た
っ
て
の
基
本
姿
勢
と
主
要
な
施

策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

今
、
国
政
に
対
し
、
国
民
の
厳
し
い
目

が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
令
和
３
年

度
の
町
政
執
行
方
針
に
お
い
て
、
中
国
の

の
約
34
億
９
０
０
０
万
円
を
計
上
、
地
方

交
付
税
の
振
替
財
源
と
な
る
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
伸
び
率
に
よ

る
試
算
を
踏
ま
え
、
前
年
度
に
比
較
し
て

約
１
７
０
０
万
円
減
の
約
１
０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
に
つ
い
て
、
投
資
的
経
費
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
約
20
億
１
８
０
０
万

円
増
の
約
43
億
１
０
０
万
円
、
人
件
費
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
約
７
０
０
万
円
増
の

約
19
億
１
３
０
０
万
円
、
公
債
費
は
約
４

３
０
０
万
円
減
の
約
９
億
９
４
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
と
企
業
会
計

へ
の
繰
出
金
等
は
、
約
11
億
４
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別

会
計
お
よ
び
３
つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ

た
当
初
予
算
案
の
合
計
は
、
約
１
８
７
億

７
８
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て

17
･
3
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
27
億
７
０
０
０

万
円
の
増
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
の
収
支
不
足
額
は
、

前
年
度
に
比
較
し
て
約
１
億
８
０
０
万
円

減
の
約
12
億
６
２
０
０
万
円
で
、
同
額
を

基
金
か
ら
取
り
崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

町
財
政
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る
町

民
ニ
ー
ズ
や
重
点
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
可
能
な
限
り
の
施
策
を
講
じ
て

き
た
反
面
、
今
後
は
人
口
減
少
が
加
速
す

る
こ
と
に
加
え
、
近
年
の
大
型
事
業
実
施

に
伴
う
多
額
の
町
債
発
行
に
よ
り
、
向
こ

う
数
十
年
に
わ
た
る
公
債
費
の
大
幅
な
増

加
が
避
け
ら
れ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
新
規

事
業
の
実
施
は
も
と
よ
り
、
既
存
の
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
さ
え
も
危
ぶ

ま
れ
る
局
面
を
迎
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
『
第
６
期
厚
岸
町
総

合
計
画
』に
掲
げ
た『
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
』

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
当
面
の
取
り

組
み
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な

る
推
進
や
新
た
な
財
源
確
保
を
図
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
人
件
費
や
扶
助
費
等
を
含

め
た
経
常
的
経
費
の
抜
本
的
見
直
し
、
町

有
施
設
等
の
最
適
化
な
ど
、
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

未
来
へ
の
投
資
は
、
健
全
な
財
政
運
営

む
す
び

む
す
び

た
み
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管
理
管
理
課
・
指
導
室
所
管
事
項

指
導
室
所
管
事
項

管
理
課
・
指
導
室
所
管
事
項

管
す
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
習
指

導
要
領
の
理
念
お
よ
び
趣
旨
を
踏
ま
え
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
の
連
携

を
基
盤
と
し
た
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

の
も
と
で
、
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
組
み

立
て
ら
れ
た
教
育
課
程
を
実
施
す
る
た
め

に
、
次
の
５
つ
の
重
点
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

【
確
か
な
学
力
の
育
成
】

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
お
よ
び
技
能

を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
を
活
用
し
て
新
た
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
等
を
育
む
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

　

1
点
目
は
、
個
別
最
適
な
学
び
の
推
進

で
す
。
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
学
習
の
主

体
と
な
っ
て『
わ
か
っ
た
』『
で
き
た
』と
実

感
で
き
る
よ
う
、
少
人
数
指
導
や
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
児
童
生

徒
の
実
態
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
・

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

2
点
目
は
、
協
働
的
な
学
び
の
推
進
で

す
。
学
習
の
中
で
、
一
人
一
人
の
学
び
を

も
と
に
し
な
が
ら
、
仲
間
と
一
緒
に
問
題

を
解
決
し
た
り
、
互
い
の
考
え
を
深
め
合

っ
た
り
す
る
学
習
を
通
し
て
、
個
の
学
び

が
集
団
の
中
の
良
さ
と
し
て
生
か
さ
れ
な

た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
な
資
質

や
能
力
を
育
む
家
庭
教
育
、
社
会
の
中
で

た
く
ま
し
く
し
な
や
か
に
生
き
抜
く
力
を

育
む
学
校
教
育
、
生
涯
を
通
じ
て
よ
り
よ

い
社
会
と
幸
福
な
人
生
を
自
ら
創
り
出
す

力
を
育
む
社
会
教
育
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
機

的
・
持
続
的
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
、
支
え
合
う
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
ま
す
。　
　

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
厚

岸
町
教
育
大
綱
に
お
い
て
『
郷
土
に
立
ち
、

未
来
を
見
つ
め
、
共
に
歩
む
人
』
を
基
本

理
念
に
掲
げ
、
町
民
一
人
一
人
が
生
涯
を

通
し
て
、
学
ん
だ
り
活
動
し
た
り
で
き
る

環
境
の
整
備
、
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
、

学
習
し
た
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
、
そ

れ
を
生
か
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と

と
も
に
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会

教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
と
連
携
の
強
化

を
図
り
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

教
育
行
政
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

第
６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
や
厚
岸
町
教
育

大
綱
を
も
と
に
、
町
の
教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
べ
く
、
関
係
部
局

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
所

　

令
和
6
年
厚
岸
町
議
会
第
１
回
定
例
会

の
開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
が
所
管

す
る
行
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
情

報
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど
社
会

情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
国
は
第
4

期
教
育
振
興
基
本
計
画
に
お
い
て
『
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
』
お
よ
び

『
日
本
社
会
に
根
ざ
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
個
人
が
幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
良
い
状
態
）の
向
上
』を
示
し
ま
し
た
。

将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、

未
来
に
向
け
て
自
ら
が
社
会
の
創
り
手
と

な
り
、
多
様
な
個
人
や
地
域
社
会
が
幸
せ

や
豊
か
さ
を
目
指
す
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
の
果

が
ら
、
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を

育
む
と
と
も
に
、
互
い
に
高
め
合
う
風
土

の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

3
点
目
は
、
I
C
T
の
積
極
的
活
用
と

授
業
改
善
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、

教
科
書
・
資
料
と
し
て
の
活
用
、
ノ
ー
ト

と
し
て
の
活
用
、
意
見
を
共
有
す
る
た
め

の
活
用
、
情
報
を
蓄
積
す
る
た
め
の
活
用

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
学
習
用
具
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
授
業
に
お

け
る
よ
り
有
効
な
活
用
法
、
特
に
児
童
生

徒
が
探
究
的
な
学
習
の
中
で
明
ら
か
に
な

っ
た
考
え
や
意
見
な
ど
を
ま
と
め
、
表
現

す
る
場
面
で
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
研
修

を
行
い
な
が
ら
、
教
師
の
指
導
力
の
向
上

と
授
業
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
校
外
や
家
庭
で
の
活
用
も
増
え
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒

の
操
作
能
力
の
向
上
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
豊
か
な
心
の
育
成
】

　

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
主
体
的
に
考
え

判
断
し
行
動
す
る
た
く
ま
し
い
心
と
、
人

や
社
会
と
協
調
し
て
共
に
生
き
る
し
な
や

か
な
心
を
育
む
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

1
点
目
は
、
道
徳
教
育
の
充
実
で
す
。

自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
整
理
し
た
り

他
者
の
考
え
に
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、
自

己
の
道
徳
的
価
値
を
磨
き
、
自
尊
心
や
規

範
意
識
を
高
め
、
自
分
を
見
つ
め
、
生
き

方
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
し
て
の

道
徳
科
の
授
業
改
善
を
進
め
る
と
と
も
に
、

日
常
的
な
指
導
を
通
し
て
、
道
徳
的
実
践

力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
生
徒
に

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
自
立
心
を
育
成
し
、
心
身
の

調
和
の
と
れ
た
発
達
を
育
成
す
る
た
め
の

情
報
提
供
や
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
体
験
活
動
の
充
実
で
す
。

地
域
の
人
材
や
環
境
を
活
用
し
た
直
接
的
・

間
接
的
な
体
験
に
よ
っ
て
、
感
動
や
達
成

感
の
味
わ
え
る
学
習
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
い
っ
た
集
団

の
中
で
、自
己
の
有
用
感
を
感
じ
な
が
ら
、

互
い
を
尊
重
し
、
共
感
し
合
え
る
集
団
の

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
生
徒
指
導
の
充
実
で
す
。

い
じ
め
や
不
登
校
等
、
生
徒
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
し
て
、
学
び
の
保
障
や
健
全
育

成
の
観
点
か
ら
、
教
職
員
の
共
通
認
識
の

下
で
適
切
な
児
童
生
徒
理
解
と
組
織
的
な

対
応
を
行
い
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
未
然
防
止
と
早
期
発
見
、
早
期
解
決

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
読
書
活
動
の
充
実
で
す
。

厚
岸
町
学
校
図
書
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も

と
に
学
校
図
書
館
の
運
営
組
織
や
教
職
員

の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
学
校
全

体
で
取
り
組
む
学
校
図
書
館
の
運
営
体
制

を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報
館
と
の
連

携
を
強
め
、
厚
岸
町
の
図
書
環
境
を
生
か

し
た
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
点
目
は
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

で
す
。
日
常
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

用
す
る
児
童
生
徒
が
、
モ
ラ
ル
と
節
度
を

も
っ
て
行
動
し
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
な

い
よ
う
個
人
情
報
の
保
護
や
人
権
侵
害
、

著
作
権
の
理
解
な
ど
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
相
手
意
識
を
尊

重
し
た
行
動
が
で
き
る
よ
う
指
導
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
自
主
的
に

考
え
る
場
を
設
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
健
康
な
体
の
育
成
】

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
豊
か
で
充
実
し
た

社
会
生
活
を
送
る
た
め
の
土
台
と
な
る
健

康
な
体
を
育
む
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

１
点
目
は
、
健
康
の
維
持
・
体
力
の
向

上
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
や
部
活
動
・
少
年
団
活
動
に
参
加

す
る
児
童
生
徒
の
減
少
な
ど
か
ら
、近
年
、

児
童
生
徒
の
体
力
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ

り
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
か
ら
特
に
短

距
離
走
や
持
久
走
が
全
国
に
比
べ
て
低
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
体
育
の
指
導
の
中
で

持
久
力
や
俊
敏
性
を
高
め
る
基
礎
運
動
を

継
続
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
授
業
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
体
力
に
関

す
る
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
に
校
内
で

の
環
境
整
備
や
啓
発
を
行
う
ほ
か
、
運
動

週
間
の
実
施
な
ど
運
動
機
会
の
確
保
を
図

り
、
体
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
あ
わ
せ

て
自
分
の
健
康
や
体
の
成
長
に
目
を
向
け

じ
そ
ん
し
ん

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

厚
岸
町
教
育
長

厚
岸
町
教
育
長

滝
川
敦
善

滝
川
敦
善

厚
岸
町
教
育
長

滝
川
敦
善
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る
た
め
の
保
健
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
食
育
の
充
実
で
す
。
栄
養

や
食
事
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
が
身
に

付
く
よ
う
、
給
食
指
導
や
栄
養
教
諭
に
よ

る
学
習
等
、
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
地
元
食
材
を
使
っ
た『
ふ

る
さ
と
給
食
』
を
通
し
て
、
食
生
活
を
支

え
る
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
保
護
者
お
よ
び
学

校
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
対
応
し
、
安
全
・

安
心
な
給
食
の
提
供
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
】

　

地
域
へ
の
理
解
と
愛
情
を
深
め
、
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
学
ん
だ
こ

と
を
積
極
的
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
態
度

を
育
む
と
と
も
に
、
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
や
将
来
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考

え
行
動
す
る
力
を
育
む
こ
と
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
で

す
。
厚
岸
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
地
域

の
産
業
・
文
化
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る

ふ
る
さ
と
教
育
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

自
分
を
取
り
巻
く
周
辺
環
境
に
着
眼
し
、

疑
問
や
課
題
を
見
つ
け
、
体
験
し
た
り
調

べ
考
え
た
り
し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
表
現

す
る
探
究
的
な
学
び
の
過
程
を
通
し
て
、

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
と
連
携
し
、
地
域
の
力
を
生
か
し
た
教

育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
で

す
。
児
童
生
徒
が
学
習
や
活
動
の
内
容
を

記
録
し
、
自
己
の
成
長
を
振
り
返
り
な
が

ら
将
来
へ
の
目
標
が
持
て
る
よ
う
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
企
業
交
流
会
や
職

場
体
験
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に

よ
る
出
前
授
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
児
童

生
徒
の
社
会
的
・
職
業
的
な
自
立
に
向
け

て
必
要
な
基
盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
学
び
の
保
障
】

　

児
童
生
徒
一
人
一
人
が
、
等
し
く
生
き

生
き
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
支
援
お
よ
び

環
境
整
備
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
不
登
校
等
の
児
童
生
徒
へ

の
教
育
支
援
で
す
。
不
登
校
ま
た
は
不
登

校
傾
向
の
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
と
し
て
、

校
内
教
育
支
援
ル
ー
ム
や
町
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

よ
る
自
宅
で
の
学
習
等
、
教
育
環
境
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
暑
さ
対
策
で
す
。
熱
中
症

を
防
止
す
る
た
め
、
熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
り
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
各
校
に
一
時
的
に
涼
む
こ
と
が
で
き

る
場
所
を
設
け
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

支
援
で
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
家
庭
学

習
に
活
用
す
る
ほ
か
、
臨
時
休
業
や
長
期

の
欠
席
な
ど
で
児
童
生
徒
が
学
校
で
の
授

業
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
自
宅
か

ら
授
業
に
参
加
す
る
こ
と
等
が
で
き
る
よ

う
、
学
び
が
継
続
で
き
る
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
で

す
。
特
別
な
支
援
を
要
す
る
全
て
の
児
童

生
徒
に
対
し
て
よ
り
よ
い
教
育
支
援
が
で

き
る
よ
う
、
道
費
負
担
職
員
の
基
準
配
置

に
加
え
、
学
級
支
援
員
の
増
員
配
置
に
よ

る
人
的
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
員
の
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
特
別
支
援
免
許

講
習
の
受
講
促
進
や
研
修
内
容
の
情
報
共

有
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
点
目
は
、
防
災
教
育
の
充
実
で
す
。

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
に
内
在
す
る

危
機
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
各
校

生
涯
学
習
課
所
管
事
項

生
涯
学
習
課
所
管
事
項

生
涯
学
習
課
所
管
事
項

の
危
機
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
点
検
と
見
直

し
を
適
時
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
町
の
総
合
防

災
訓
練
に
参
加
し
、
児
童
生
徒
や
教
職
員

の
防
災
意
識
の
充
実
も
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

６
点
目
は
、
学
校
給
食
事
業
の
充
実
で

す
。
安
定
的
に
学
校
給
食
を
提
供
す
る
た

め
、
蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
や
揚
げ
物
調
理
機
器

の
更
新
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

学
校
給
食
費
の
公
会
計
制
度
を
導
入
し
、

管
理
の
効
率
化
や
透
明
性
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

７
点
目
は
、
地
元
高
校
へ
の
支
援
で
す
。

厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
通
学
バ
ス
定
期
券
購

入
費
助
成
の
継
続
に
よ
り
、
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
入
学
志
願
者

確
保
の
た
め
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
と
連
携

し
て
道
内
外
へ
積
極
的
に
周
知
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
の
児
童
生
徒
間
、
教
職
員
間
の
交

流
・
連
携
を
行
い
、
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校

の
教
育
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

８
点
目
は
、
働
き
方
改
革
で
す
。
教
員

の
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
児
童
生
徒
と
向

き
合
う
時
間
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

業
務
の
効
率
化
、
精
選
を
継
続
し
、
教
育

委
員
会
と
学
校
が
一
体
と
な
り
、
働
き
方

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

９
点
目
は
、
誰
も
が
自
分
の
意
見
や
気

持
ち
を
安
心
し
て
表
現
で
き
る
心
理
的
安

全
性
の
確
保
で
す
。
児
童
生
徒
や
教
職
員

が
教
室
や
職
員
室
等
に
お
い
て
心
理
的
安

全
性
を
確
保
し
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
発
言
・

行
動
し
や
す
い
環
境
に
す
る
た
め
、
児
童

生
徒
対
象
の
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
職
員
対
象
の
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
教
育
に
お
い
て
は
、
幅
広
い
年
代

の
全
て
の
人
が
芸
術
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

等
を
通
じ
て
生
活
に
潤
い
を
感
じ
、
幸
福

な
人
生
を
自
ら
創
り
出
す
力
を
育
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
次
の
５
つ
の
重
点
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
事
業
の
推
進
】

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
じ
め
、
子
育

て
世
代
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

個
性
と
教
養
が
発
揮
さ
れ
、
そ
の
成
果
が

生
か
さ
れ
る
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
生
涯
学
習
事
業
の
推
進
と

情
報
の
提
供
で
す
。
各
種
サ
ー
ク
ル
や
団

体
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
学
び
や
体
験

事
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学

習
情
報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
情
報

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
体
験
活
動
の
充
実
と
青
少

年
の
健
全
育
成
で
す
。
通
学
合
宿
等
に
よ

る
世
代
間
交
流
や
体
験
活
動
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の

習
得
に
向
け
『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は

ん
』
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
児
童
生
徒
に
よ
る
交
流
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
厚
岸
の
子
ど
も
達
の
訪
問
が
途
絶
え

て
い
た
『
姉
妹
都
市
中
学
生
等
国
際
交
流

事
業
』
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ク
ラ

レ
ン
ス
市
訪
問
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、

『
友
好
都
市
子
ど
も
交
流
事
業
』で
は
、
山

形
県
村
山
市
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。
各
地

域
の
風
土
や
文
化
に
触
れ
、 

物
事
を
広
い

視
野
か
ら
多
面
的
に
考
え
、
判
断
す
る
力

を
身
に
付
け
た
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
芸
術
文
化
の
振
興
で
す
。

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
芸
術
鑑
賞

の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町
内
文

化
サ
ー
ク
ル
の
活
動
や
文
化
事
業
へ
の
支
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１
点
目
は
、
読
書
環
境
の
充
実
で
す
。

４
年
次
を
迎
え
る
『
第
三
次
厚
岸
町
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
』
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
計
画
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
た
め
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
学
校
司
書
な
ど
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
各
種
事
業
を
推
進
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
に
わ
た
る
読
書
環

境
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
図
書
館
活
動
の
充
実
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
親
し

ま
れ
る
図
書
館
を
目
指
し
、
幅
広
い
年
齢

層
を
対
象
と
し
た
作
品
の
展
示
や
絵
画
展

な
ど
、
施
設
を
活
用
し
た
事
業
の
充
実
と

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

育
環
境
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の
あ
る
岡
山
県
浅

口
市
と
の
学
校
間
交
流
や
担
当
者
同
士
の

情
報
交
換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
と
一
体
と
な
っ
て
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の

保
護
増
殖
に
努
め
、
学
校
の
授
業
な
ど
に

お
い
て
も
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
に
つ
い
て
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
周
知
や
出
前
授
業

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
博
物
館
活
動
の
推
進
で
す
。

厚
岸
町
の
海
事
や
郷
土
に
関
わ
る
物
品
の

収
集
や
聞
き
取
り
を
行
う
と
と
も
に
、
貴

重
な
歴
史
資
料
の
蓄
積
を
進
め
な
が
ら
、

常
設
展
示
の
充
実
や
企
画
展
を
開
催
す
る

な
ど
、
町
民
や
観
光
客
が
厚
岸
町
の
歴
史

へ
の
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
に
つ
い
て
は
、
魅
力
あ
る
番
組
の
制
作

に
努
め
る
な
ど
、
星
座
や
宇
宙
に
つ
い
て

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
文
化
財
活
動
の
充
実
で
す
。

指
定
文
化
財
の
保
護
活
動
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
学
校
へ
の
出
前
授
業
を
行
う
な

ど
、
活
用
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

町
内
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
保
存

処
理
や
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

【
図
書
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
】

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
相
互
の
交
流
を
深

め
な
が
ら
多
様
な
図
書
等
の
情
報
を
取
得

で
き
る
拠
点
と
し
て
の
情
報
館
事
業
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
５
点
目
は
、
部
活
動
の
地
域
移
行
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
休
日
に
お

け
る
一
部
の
部
活
動
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
地
域
へ
の
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、

今
後
、
全
て
の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
実

現
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
文
化
資
源
の
保
護
と
活
用
】

　

厚
岸
町
が
有
す
る
文
化
財
や
海
事
・
天

文
に
関
す
る
文
化
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
そ
の
保
存
・
普
及
・
伝
承

に
努
め
る
海
事
記
念
館
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
に
つ
い
て

で
す
。
試
験
栽
培
と
自
生
地
の
踏
査
を
継

続
し
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
生

た
新
た
な
情
報
技
術
の
取
得
を
支
援
す
る

パ
ソ
コ
ン
講
座
な
ど
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
調
べ
も
の
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
応

じ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
、

き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
町
内
を
巡

回
す
る
図
書
館
バ
ス
の
運
行
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
電
子
図
書
館
の
活
用
で
す
。

電
子
図
書
館
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、

郷
土
資
料
や
行
政
資
料
を
含
め
た
電
子
書

籍
の
蔵
書
の
充
実
と
周
知
に
努
め
、
『
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
』
利
用

で
き
る
図
書
館
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
健
康
や
体
力
の
保
持
増
進
】

　

運
動
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
技
術
の

普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、
気
軽
に
健
康

づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環

む
す
び

む
す
び

境
を
整
え
る
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

１
点
目
は
、
講
習
会
や
各
種
事
業
の
充

実
で
す
。
幅
広
い
世
代
の
人
が
無
理
な
く

始
め
ら
れ
る
種
目
を
取
り
入
れ
た
各
種
の

講
習
会
や
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
指
導
者
研
修
の
実
施
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
長
き
に
わ
た
っ
て
楽
し
め
る

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
防
止
や
健
康
に

関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
、
指
導
者
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
知
識
や
技
術
の
習
得
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
温
水
プ
ー
ル
事
業
の
充
実

で
す
。
幅
広
い
年
代
に
対
応
し
た
各
種
水

泳
教
室
や
水
泳
指
導
を
継
続
し
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
や
体
力
の
維
持
増
進
、
泳

力
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と

も
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入

に
伴
う
年
間
開
館
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

　

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
の

価
値
や
魅
力
を
実
感
し
、
積
極
的
に
ス
ポ

ー
ツ
活
動
に
参
加
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

１
点
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
高
い
競
技
レ

ベ
ル
と
接
し
、
技
術
の
向
上
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
多
目
的
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

活
用
を
通
し
て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ

め
、
社
会
人
や
大
学
等
の
チ
ー
ム
に
対
し

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
つ
い
て
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進
で

す
。
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
宮
園
公
園
内
の

各
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
い
て
魅
力
あ
る
事

業
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で

す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
に
調
和
す
る
海

洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

４
点
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
支
援
に

つ
い
て
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
の
競

技
レ
ベ
ル
の
向
上
や
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
や
町
の

ス
ポ
ー
ツ
基
盤
を
支
え
る
各
種
団
体
の
充

実
を
図
り
、
組
織
運
営
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
練
習
に
参
加
す
る
少
年
団
員

の
送
迎
や
町
外
の
大
会
へ
の
送
迎
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
令
和
６
年
度
の
教
育
行
政
執
行

方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

第
６
期
厚
岸
町
総
合
計
画
で
は
、
『
め

ざ
す
ま
ち
の
姿
』
の
実
現
に
向
け
5
つ
の

将
来
像
を
設
定
し
、
そ
の
一
つ
を
『
未
来

を
切
り
拓
く
力
を
育
み
、
豊
か
な
人
間
性

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
』
と
し
て
お
り
ま
す
。

将
来
像
の
実
現
の
た
め
に
は
、
豊
か
な
自

然
や
文
化
を
守
り
、
次
代
を
担
う
人
や
産

業
を
育
て
、
活
力
あ
る
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
足
元
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
世
界
共
通
の
目
標
で
あ

る
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の

達
成
に
向
け
た
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
根
拠
と
な
る
課
題
を
『
地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
体
制
の
構
築

と
教
育
環
境
の
整
備
充
実
』
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
厚
岸
町
の
み
な
ら
ず
全

国
の
教
育
行
政
が
直
面
し
て
い
る
喫
緊
の

課
題
で
す
。
令
和
６
年
度
の
教
育
行
政
の

執
行
に
あ
た
り
、
『
地
域
で
子
ど
も
を
育

て
る
』こ
と
の
具
現
化
、『
学
び
の
環
境
づ

く
り
』
の
推
進
、
こ
の
２
点
を
最
重
要
課

題
と
し
て
取
り
組
み
、
各
課
が
一
体
と
な

っ
て
持
続
可
能
な
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
総
合
教
育
会
議
な
ど
で
町
長
と

相
互
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
教
育
行
政
と

し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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令和 6年度予算の概要
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▼町営住宅整備事業（白浜・奔渡・梅香）（8876万円）
▼町道舗装整備事業（6299万円）
▼がんばろう厚岸応援券（3839万円）
▼子ども医療費無償化（2371万円）
▼学校給食費支援（2130万円）
▼赤潮対策緊急支援事業（1709万円）
▼福祉交通回数券助成（1081万円）
▼子育て支援対策（604万円）
▼小中学校教材購入費保護者負担軽減（582万円）
▼自主防災組織活動活発化支援（330万円）
▼自治会活動活性化支援（300万円）
▼重層的支援体制整備（274万円）
▼高等学校教育支援（244万円）
▼小中学校修学旅行費助成（215万円）
▼アッケシソウ保護育成（181万円）
▼友好都市子ども交流（140万円）

 ▼総合行政情報システム標準化整備事業（4242万円）
▼厚岸小学校屋内運動場整備事業（2442万円）
▼再生可能エネルギー促進区域設定（1516万円）
▼学校給食センタ―設備整備事業（1422万円）
▼姉妹都市中学生等国際交流事業（837万円）
▼高齢者帯状疱疹ワクチン予防接種（289万円）
▼高等学校生徒募集支援（237万円）
▼学校給食センター調理機器整備事業（203万円）
▼むらやま徳内まつり町民号助成（116万円）
▼不妊治療費等助成【拡充】（29万円）

▼水利施設等保全高度化事業（3億5000万円）
▼床潭末広間道路整備事業（2億185万円）
▼別寒辺牛川水系治水砂防施設整備事業（1億5096万円）
▼町営牧場整備事業・管理用機械整備事業（1億3989万円）

【主な継続事業】

【主な新規事業】

業事続継・規新な主

合　　　　　計

合　　　　　計
予　　　備　　　費
維 持 補 修 費
繰　　　出　　　金
扶　　　助　　　費
積　　　立　　　金
公　　　債　　　費
物　　　件　　　費
人　　　件　　　費
補 助 費 等
普 通 建 設 事 業 費

予　　　備　　　費
議　　　会　　　費

民　　　生　　　費

総　　　務　　　費
教　　　育　　　費

公　　　債　　　費
衛　　　生　　　費

土　　　木　　　費
商　　　工　　　費

農 林 水 産 業 費

予　 算　 額 構成比(%)

構成比(%)予　 算　 額

127億1868万円
700万円
6865万円

3億6715万円
5億4300万円
5億9211万円
9億9358万円
18億3257万円
19億1287万円
21億    65万円
43億  110万円

127億1868万円
700万円
5757万円

9億9358万円
9億7432万円

12億8717万円

4億5016万円

13億4219万円

4億5630万円

12億5615万円

18億5583万円

(100) 
0.1
0.4

7.8
7.7

10.1

3.5

10.5

3.6

9.9

消　　　防　　　費 25億7906万円 20.3
14.6

(100) 
0.1
0.5
2.9
4.3
4.7
7.8
14.4
15.0
16.5
33.8

11.514億5935万円
給　　　与　　　費

性　
　
　

質　
　
　

別

目　
　
　

的　
　
　

別

構成比(%)

　合　　　　　　　計

配　当　割　交　付　金

ゴルフ場利用税交付金
交通安全対策特別交付金

利  子  割  交  付  金

株式等譲渡所得割交付金

地  方  特  例  交  付  金
繰　　　　越　　　　金

国有提供施設等所在市町村交付金

環 境 性 能 割 交 付 金
法 人 事 業 税 交 付 金

財　　産　　収　　入
地　方　譲　与　税

地 方 消 費 税 交 付 金

寄　　　附　　　金

道　　支　　出　　金
使 用 料 及 び 手 数 料

国　庫　支　出　金

繰　　　入　　　金
町　　　　　　　　　税

(100) 

0.0

0.0
0.0
0.0
0.0
0.0
0.1
0.1
0.1
0.1
0.4
0.8
0.9
1.2
1.5
3.0
3.3

9.1

8.7

9.9
13.8
17.221億8897万円
29.837億9062万円

127億1868万円
40万円

136万円
49万円

212万円
262万円
344万円
500万円
805万円
1123万円
1528万円

1億  661万円
4654万円

1億1586万円
1億4838万円
1億9281万円

4億2501万円
3億8264万円

11億5698万円

11億円

12億6237万円
17億5190万円

地　方　交　付　税
予　 算　 額

町　　　　　　　　　債

諸　　　　収　　　　入

分 担 金 及 び 負 担 金

令和6年度各会計予算

一般会計歳出 一般会計歳入

13億2460万円
1億　173万円

0円
11億2615万円
1億7711万円
7659万円

5億7544万円
15億1536万円
11億6196万円
187億7762万円

-4032万円
-6083万円

皆減
-3388万円
1838万円
36万円

5065万円
-1億  195万円

皆増
27億7032万円

国民健康保険
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
介 護 保 険
後期高齢者医療
介護老人保健施設
上 水 道
病 院
下 水 道
合 計

本年度予算 前年度予算との比較

特
別
会
計

業　

計

企　

会

一 般 会 計 24億5787万円127億1868万円

※令和6年度より、下水道事業が企業会計へと変更になりました

町民の皆さんが
この町に住んでいることに
誇りと自信を持てる
まちづくりを
目指します

町民の皆さんが
この町に住んでいることに
誇りと自信を持てる
まちづくりを
目指します

187億7762万円総額
まちづくりに使うお金

令和6年度

整
備
に
１
７
８
３
万
円
を
計
上
。
観
光
振

興
対
策
と
し
て
、
原
生
花
園
あ
や
め
ヶ
原

の
整
備
に
１
６
９
９
万
円
を
計
上
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
の
建
て
替
え
に

係
る
基
本
構
想
の
策
定
に
１
４
５
８
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
】

▽（
仮
称
）防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

21
億
１
９
６
３
万
円

▽
消
防
自
動
車
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
９
１
万
円

【
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
】

▽
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
０
１
８
万
円

▽
厚
岸
味
覚
タ
ー
ミ
ナ
ル
電
気
自
動
車
用

　

充
電
設
備
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

（
令
和
５
年
度
繰
越
事
業
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
２
０
万
円

【
熱
中
症
対
策
】

▽
保
育
所
空
調
設
備
整
備
事
業
ほ
か
２
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
７
３
万
円

▽
小
中
学
校
冷
房
機
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
０
万
円

【
観
光
振
興
施
策
の
推
進
】

▽
原
生
花
園
あ
や
め
ヶ
原
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
９
９
万
円

▽
子
野
日
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
１
２
万
円

【
老
人
福
祉
施
設
整
備
】

▽
老
人
福
祉
施
設
建
設
基
本
構
想
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
4
5
8
万
円

　

令
和
6
年
度
は
、
『
厚
岸
の
防
災
力
を

高
め
る
予
算
』
と
し
て
、
防
災
・
減
災
対

策
を
最
重
点
施
策
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進
、
熱
中
症
対
策
、
観
光
振
興
の
推

進
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
の
建
て

替
え
に
係
る
基
本
構
想
の
着
手
を
重
点
施

策
と
し
、
豊
か
で
元
気
な『
み
ん
な
の〝
あ

っ
け
し
〞』を
未
来
へ
継
続
で
き
る
よ
う
安

定
的
で
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の
運
営
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
1
2
7
億
１
８
６
８
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
24
億
５
７
８
７
万
円
の

増
、
率
に
し
て
24
・
０
％
の
増
で
す
。

　

一
般
会
計
に
、
５
つ
の
特
別
会
計
と
３

つ
の
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は

１
８
７
億
７
７
６
２
万
円
で
、
前
年
度
と

比
較
し
て
27
億
７
０
３
２
万
円
の
増
、
率

に
し
て
17
・
３
％
の
増
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
金
が
過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
、
前
年
度

か
ら
４
億
円
増
の
11
億
円
を
計
上
。
町
債

は
前
年
度
か
ら
９
億
８
４
０
０
万
円
増
の

17
億
５
１
9
０
万
円
を
計
上
。
町
の
預
金

で
あ
る
基
金
か
ら
12
億
６
２
３
７
万
円
の

繰
入
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
防
災
・
減
災
対
策
と
し

て
、（
仮
称
）防
災
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
21
億
１
９
６
３
万
円
を
計
上
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
と
し
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
整
備
に
２
億
５

０
１
８
万
円
を
計
上
。
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
保
育
所
、
小
中
学
校
等
の
冷
房
設
備

主
な
重
点
施
策
事
業
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年額保険料割合
（）は保険料軽減後区分 対象者

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階
第8段階

第9段階

第10段階

第11段階
第12段階
第13段階
第14段階
第15段階

・老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税
・生活保護の受給者
・世帯全員が住民税非課税で、合計所得金額と課税年金
　収入額の合計が80万円以下

世帯主全員が町民税非課税で、所得
指標となる額（※1）が

世帯内に町民税課税者がいるが本人
は非課税で、所得指標となる額（※1）が

本人が町民税課税で、前年の合計所
得金額（地方税法第292条第1項第
13号に規定する合計所得金額から長・
短期譲渡所得等に係る特別控除額な
どを控除した額）が

80万円以上
120万円以下

120万円以上

80万円以下

80万円以上

120万円未満

120万円以上210万円未満

210万円以上250万円未満

250万円以上320万円未満

320万円以上370万円未満

370万円以上420万円未満

420万円以上520万円未満

520万円以上620万円未満

620万円以上720万円未満

720万円以上

32,260円

20,590円

47,360円

33,630円

50,790円
50,450円
61,770円

68,640円
82,360円
89,230円
99,520円
102,960円
113,250円
116,680円
123,550円
130,410円
137,280円
144,140円

0.47

（0.3）

0.69

（0.49）

0.74
（0.735）
0.9

1.0
1.2
1.3
1.45
1.5
1.65
1.7
1.8
1.9
2.0
2.1

■令和6年度からの保険料

（※1）前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計から公的年金等に係る雑所得などを控除した額
※第1～第3段階においては、公費投入により保険料が軽減しているが、国の制度改正により、軽減割合が減少

要
介
護（
要
支
援
）者
は
微
増
傾
向

　

高
齢
者
人
口
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
緩
や
か
に

増
加
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
中
で
も
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
要
介
護
認
定
率
の
高
い
75

歳
、
85
歳
以
上
の
高
齢
者
の
全
体
に
占
め

る
割
合
が
増
加
し
て
い
く
た
め
で
す
。

　

要
介
護
認
定
率
は
年
齢
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
、
65
〜
74
歳
の
高
齢
者
の
要
介

護
認
定
率
は
約
5
・
8
％
、
75
〜
84
歳
の

高
齢
者
は
約
20
・
4
％
、
85
歳
以
上
の
高

齢
者
で
は
約
59
・
1
％
で
あ
り
、
高
齢
者

の
年
齢
構
成
の
変
化
は
要
介
護（
要
支
援
）

者
数
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

令
和
7
年
に
は『
団
塊
の
世
代
』の
全
て

の
人
が
75
歳
以
上
に
な
る
な
ど
、
当
面
は

要
介
護（
要
支
援
）者
は
減
少
せ
ず
、
緩
や

か
に
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
の
減
少
と
高
齢
化
率
の
増
加

　

介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
制
度
開
始
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
12
年
度
の
厚
岸
町

の
人
口
は
１
万
２
７
０
５
人
、
そ
の
う
ち

65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
６
０
８
人
、
高

齢
化
率
は
20
・
5
％
で
し
た
が
、
令
和
５

年
度
の
人
口
は
８
４
８
７
人
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
３
２
０
９
人
、
高
齢
化
率
は

37
・
8
％
と
な
り
、
制
度
開
始
時
か
ら
高

齢
化
率
は
約
1
・
8
倍
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
数
は
既
に
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、
少
子
化
や
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
か

ら
64
歳
）
の
減
少
が
高
齢
者
人
口
の
減
少

よ
り
も
早
い
速
度
で
進
行
し
て
い
る
た
め
、

高
齢
化
率
は
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
人
口
と
要
介
護（
要
支
援
）者

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
今
後
も
進

行
し
、
令
和
8
年
度
に
は
人
口
は
７
９
５

９
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
３
１
４
１

人
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
39
・
5
％
ま
で

上
昇
す
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
の
中

で
も
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
数
は
緩
や

か
に
増
加
し
て
推
移
す
る
た
め
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
す
る
中
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
需
要
が
増
加
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
不
足
が
よ
り
一

層
深
刻
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　令和6年度から令和8年度までの3年間を計画期間とする新たな第9期厚岸町高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画を策定しました。この計画について、着実に取り組んでいきます。
　令和6年3月に策定したこの計画のうち、介護保険料を中心にその概要をお知らせします。

令
和
６
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料

　

こ
の
よ
う
な
高
齢
者
数
、
要
介
護
（
要

支
援
）
者
数
の
推
計
を
も
と
に
、
こ
れ
か

ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
を
見
込
み
、
さ
ら

に
今
般
の
賃
上
げ
の
動
き
な
ど
を
反
映
し

た
国
の
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
影
響
も
加

味
し
、
保
険
料
と
し
て
必
要
な
額
を
算
定

し
た
結
果
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
３
年
間

で
約
６
億
１
４
０
０
万
円
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
必
要
と
な
る
保
険
料
を
算
出
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
保
険
を
安
定
的
に

運
営
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て
い
た
、
厚

岸
町
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
約
７
３
２

０
万
円
の
う
ち
、
約
５
３
２
０
万
円
を
取

り
崩
し
て
、
保
険
料
の
上
昇
額
抑
制
に
使

用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
国
の
介
護

報
酬
の
引
き
上
げ
の
影
響
が
大
き
く
、
今

回
の
介
護
保
険
料
基
準
額
は
前
回
よ
り
も

年
額
で
１
６
８
０
円
引
き
上
げ
と
な
り
６

万
８
６
４
０
円（
月
額
５
７
２
０
円
）と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
本
人
や
世
帯
の
所
得

状
況
な
ど
を
も
と
に
設
定
さ
れ
た
所
得
段

階
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
所
得
段
階
の
数
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
ま
で
は
11
段
階
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
国
が
標
準
と
す
る
所
得
段
階
の
数

が
多
段
階
化
さ
れ
る
制
度
改
正
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
厚
岸
町
の
令
和
６
年
度

か
ら
の
所
得
段
階
の
数
も
15
段
階
へ
多
段

階
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（各年9月）

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和17年度 令和27年度

高齢化率の推移

人口の推移
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8,4578,4577,959
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人口の推移

高齢者の推移

令和5年度令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度平成30年度平成29年度平成28年度
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9,692

3,2613,2613,261 3,2783,2783,278

8,9098,9098,909

3,2363,2363,236

8,6518,6518,651

3,2093,2093,209

8,4878,4878,487

■人口と高齢者の推移

■人口と高齢化率の推計

令和3年度 令和4年度 令和5年度

認定率

要介護（要支援）者数

15
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700
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  800
(人)

(％)

728728728

22.222.222.2 22.822.822.8 22.522.522.5

739739739
722722722

■要介護（要支援）認定者の推移

●問い合わせ／介護保険問い合わせ／介護保険係（保健福祉総合センター内（保健福祉総合センター内）☎53-333353-3333●問い合わせ／介護保険係（保健福祉総合センター内）☎53-3333

『みんな笑顔で健やかに『みんな笑顔で健やかに
　　　つながり支え合うまち』　　　つながり支え合うまち』を進めますを進めます
『みんな笑顔で健やかに『みんな笑顔で健やかに
　　　つながり支え合うまち』　　　つながり支え合うまち』を進めますを進めます
『みんな笑顔で健やかに
　　　つながり支え合うまち』を進めます



2月22日、海事記念館において『ガイ
アナイト2024inあっけし』が開催されま
した。
　このガイアナイトは、平成20年に開催
された北海道洞爺湖サミットを契機とし、
キャンドルのやわらかな光の中で静かに
地球環境に思いを巡らすことを目的とし
開催されました。
　参加者は、ひとつひとつアイスキャン
ドルを点灯し、雪が降るなか、キャンド
ルの光をみつめていました。
　点灯式の後は、プラネタリウム室へ移
動し、みんなで絵本の朗読会を楽しみま
した。

境について思いをはせる
ガイアナイト2024inあっけし環

リジナルのおひなさま！
あそびのひろば『ひな飾りをつくろう！！』

22ズームアップ

2月25日、尾幌酪農ふれあい館で、TheGreatNorth代表
の山本浩二氏を講師に招き『薫製講座』が開催されました。
　講座では、チーズやえだまめ、ミックスナッツなどの薫製
づくりに挑戦。素材を丁寧に並べ、薫製機に入れました。薫
製ができあがるまでは、講師から薫製の適正温度などのコツ
や歴史を学びました。
　参加者は「今回の講座をきっかけに、家でもベーコンなど
を薫製にしてみたい！」と笑顔で話しました。

格的な薫製をお家でも！
薫製講座本

オ
2月21日、子育て支援センターで、あそびのひろば『ひな

飾りをつくろう！！』が開催され、親子17組が参加しました。
　大人気のキャラクターのひな飾りづくりに挑戦した子ども
たち。好きなキャラクターのペアを選んだら、体に見立てた
紙コップに『しゃく』と『おうぎ』をペタペタ。オリジナルのひ
な飾りをつくった子どもたちは、笑顔を浮かべていました。
　最後は、つくったひな飾りを背景に記念撮影。少し早めの
ひな祭りを楽しみました。

Z     M UPZ     M UPZ     M UP
イベントや活動など、まちのニュースをお届けします

けあ しっ



ズームアップ23

　2月17日、水鳥観察館で、鳥類の生存戦略や希少種の生態
などについて解説する環境講演会が開催されました。
　北海道大学大学院の髙木昌興教授、水鳥観察館の澁谷辰生
館長、地域おこし協力隊員の古巻翔平氏3人が講師として壇
上に上がりました。
　髙木教授は『鳥たちの結婚をめぐるオスとメスの駆け引き』
と題し、鳥が自分の遺伝子を次世代により多く伝えるための
戦略戦術などについて講演を行いました。

環境講演会鳥 類の生態について学びました

イコロ出前講座『マタニティヨガ』

　3月7日、保健福祉総合センターで、イコロ出前講座『マ
タニティヨガ』が開催され、6人が参加しました。
　講師は、釧路市にあるイロコ助産院の新居沙織氏。参加者
は、ゆったりとしたBGMの中、講師をお手本にさまざまなヨ
ガのポーズを実践し、体のバランスを整えていました。
　参加者からは、「妊娠中でも無理のない範囲で体を動かす
とができてよかった」「産後の固まった体を伸ばすことができ
た」と声がありました。　

づくりとエクササイズ体

が子の成長をアートに我 手形足形アートづくり体験講座

り効果的なストレッチを実践
スポーツ障害予防講習会よ

　3月9日、B&G海洋センター体育館において、なのはな整
骨院の野村香院長を講師に『スポーツ障害予防講習会』が行わ
れ、部活動などでスポーツをする子どもやその保護者など27
人が参加しました。
　始めに体や関節の仕組みを説明し、より効果的なストレッ
チを実演。参加者同士で講師のアドバイスのもとタッピング
によるストレッチなどを交互に行い、スポーツ活動における
外傷・障がいの予防や対処方法を学びました。

　3月2日、真龍小学校作法室で、令和5年度親子体験講座
『手形足形アートづくり体験講座』が開催されました。
　講師は、釧路市で手形足形アートを手がける『くしろ手形
足形アートきみのて』の大山加奈子氏。
　我が子の手形や足形をとった後、そこにかわいい動物の顔
を描いたり、シールでデコレーションをしてつくります。
　参加者は、「子どもの成長をかわいいアートにして、残せ
ることがうれしい」と笑顔で話しました。

ズームアップズームアップ



病院からのお知らせ 24

　町立厚岸病院では、24時間の救急医療体制を整備し、救急患者の受け入れを行っています。これは　町立厚岸病院では、24時間の救急医療体制を整備し、救急患者の受け入れを行っています。これは
突発的な症状で、突発的な症状で、救急処置の必要な患者さんの治療救急処置の必要な患者さんの治療を行うものです。を行うものです。
　『コンビニ受診『コンビニ受診』と呼ばれる緊急性の低い軽症患者の受診が多く見られ、重症患者への対応に影響がと呼ばれる緊急性の低い軽症患者の受診が多く見られ、重症患者への対応に影響が
でたでたり、医師への負担増加による疲弊にも繋がることから、り、医師への負担増加による疲弊にも繋がることから、可能な限り診療時間内の受診可能な限り診療時間内の受診をお願いしをお願いし
ます。ます。

　町立厚岸病院では、24時間の救急医療体制を整備し、救急患者の受け入れを行っています。これは
突発的な症状で、救急処置の必要な患者さんの治療を行うものです。
　『コンビニ受診』と呼ばれる緊急性の低い軽症患者の受診が多く見られ、重症患者への対応に影響が
でたり、医師への負担増加による疲弊にも繋がることから、可能な限り診療時間内の受診をお願いし
ます。

救急外来の適正な利用をお願いします救急外来の適正な利用をお願いします救急外来の適正な利用をお願いします

町立厚岸病院を受診される皆さまへ町立厚岸病院を受診される皆さまへ町立厚岸病院を受診される皆さまへ
　町立厚岸病院に来院する際は、感染症拡大防止のため、マスク着用のご協力をお願いいたします。　町立厚岸病院に来院する際は、感染症拡大防止のため、マスク着用のご協力をお願いいたします。
　また、発熱している人は、発熱外来にて引き続き診察しますので、事前に電話でのご連絡をお願い　また、発熱している人は、発熱外来にて引き続き診察しますので、事前に電話でのご連絡をお願い
いたします。いたします。

　町立厚岸病院に来院する際は、感染症拡大防止のため、マスク着用のご協力をお願いいたします。
　また、発熱している人は、発熱外来にて引き続き診察しますので、事前に電話でのご連絡をお願い
いたします。

【診療時間】
▷午前／ 9 時00分～12時30分
▷午後／13時30分～16時00分（小児科は15時00分～）
※出張等のため変更となる場合があります
※火・木曜日の午後は、病棟カンファレンス、検査のため休診

【診療受付時間等の注意事項】
▷診察は予約なしでも受けられます
▷電話による予約や変更は、12時から17時まで
　の受け付けとなっています
▷外科および小児科の予約診察はありません
▷救急患者は、24時間受け付けています
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釧路赤十字病院

釧路労災病院

内　科
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※隔週診療

小児科

整形外科
※午後予約制

脳神経外科
※予約制

◆◆◆週間診療体制◆◆◆

町立厚岸病院の診療体制が変わります
　令和6年4月から、外科医師による診療は隔週で行います。外科医師不在時には、
必要に応じて釧路市内の病院を紹介することもありますので、ご了承願います。
　詳しくは、町立厚岸病院へお問い合わせください。
　なお、週間の診療体制は次のとおりです。

●
問
い
合
わ
せ
／
町
立
厚
岸
病
院\
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院
か
ら
の
お
知
ら
せ



25 交通ルールを守り、事故防止に努めましょう

交通ルールを守り、事故防止に努めましょう交通ルールを守り、事故防止に努めましょう
自転車・電動自転車・シニアカーをご利用の皆さんへ

交通ルールを守り、事故防止に努めましょう交通ルールを守り、事故防止に努めましょう

　道路交通法では、歩行者として扱われますので、運転時は、自動車はもちろんの
こと、周りの歩行者や自転車にも注意を払いましょう。

　走行時の危険行為となる信号無視・2人乗り・ながら運転（携帯電話使用）・歩行者の通行妨害・飲酒
運転などは絶対にしないようにしましょう。
　また、自転車の人身事故などで加害者となった場合、損害賠償金が高額に請求されるケースもありま
すので、自分や相手を守るためにも自転車保険に加入しましょう。
なお、令和5年4月1日から道路交通法の改正により、全ての自転車利用者に対してヘルメット着用

が努力義務化となりましたので、事故防止のためヘルメットの着用をお願いします。

シニアカーに乗るときの注意点
●道路を横断する際は、必ず左右の安全を十分確かめてから横断しましょう
●踏切の通行は、脱輪や線路の溝に挟まる可能性があるため、できるだけ避けて通りましょう
●道路の側溝や工事箇所、急な坂道といった道路環境が変化しているところは避けるなど、運転時には
　周囲にも注意を払いましょう

電動自転車に乗るときの注意点
●電動アシスト機能のスイッチを入れた状態では、ペダル
　を踏むとアシスト機能が働き、発進時や停止中に急発進
　する可能性がありますので注意しましょう
●動き出してから短距離で加速し、スピードが出やすいた
　め、ペダルの踏み込み加減を調整して急加速を防ぐとと
　もに、走行中のスピードの出し過ぎにも注意しましょう
●停止中は、誤発進の防止のため、ペダルに足は置かず、
　必ずブレーキを掛けておきましょう

自転車を乗るときの基本ルール
【自転車安全利用五則】
●車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
●交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
●夜間はライトを点灯
●飲酒運転は禁止
●ヘルメットを着用

●問い合わせ／自治振興係

シニアカー

自転車・電動自転車

メットの着用をお願いします。

ダル
発進

いた
とと
ょう
ず、

先

自転車事故による
損害賠償金が高額になったケース

●歩行者との事故
… 平成15年　賠償額約6,800万円

　夕方、ペットボトルを片手に、スピ
ードを落とさないまま坂を下って交差
点に進入し、横断歩道を横断中の歩行
者と衝突して死亡させた。

●自転車との事故
… 平成20年　賠償額約9,300万円

　昼間、高校生が自転車横断帯のかな
り手前から車道を斜め横断し、対向車
線を直進してきた自転車と衝突して、
相手の自転車利用者に重大な後遺障害
を負わせた。

自転車事故による被害の軽減や自転車の適正な使用を促進するため、自転車用ヘルメットの購入費と
自転車用保険の加入費を一部補助しています。詳しくは、自治振興係までお問い合わせください。

んの



26厚岸町消費生活相談窓口だより

少しでも不審だと感じたときは、行動する前に、家族や消費生活相談窓口、警察に相談しましょう！

厚岸町消費生活相談窓口　☎0153-52-3131（平日：8時30分から17時15分まで）
　警察専用相談ダイヤル　　☎♯9110（平日：8時30分から17時15分まで）
　消費者ホットライン　　　☎188（土日・祝日：10時から16時まで）

令和5年度
厚岸町消費生活
相談窓口相談件数

●厚岸町消費生活相談窓口への相談
　10件（前回比+3件）
●厚岸町消費生活相談窓口への情報提供
7件（前回比+3件）

●釧路市消費生活センターへの相談　
7件（前回比+2件）

（令和6年2月末現在）

北海道警察公式防犯アプリ
『ほくとポリス』を活用しましょう！

　北海道警察公式防犯アプ
リ『ほくとポリス』は、北海
道内の犯罪、不審者、特殊
詐欺情報を表示するほか、
防犯ブザー・痴漢対策機能
などがあります。
　アプリのインストールは、
こちらのQRコードから！
ぜひ、ご活用ください！

▶iOS版は
　こちらから

▶Android版は
　こちらから

簡単・確実なもうけ話はない！
～投資や副業のあま～い罠～

　投資や副業といったもうけ話をきっかけにした、若者の消費者トラブルが全
国で相次いでいます。

　暗号資産の投資を勧める相手からの勧誘をうのみにしない
　SNSやマッチングアプリなどで知り合った相手の指示で投資
　しない
　取引内容やリスクが十分に理解できない場合、契約しない
　投資の勧誘を受けた場合、業者の登録の有無などを確認し、
　契約するつもりがなければきっぱりと断る

Case1
出会い系サイトやマッチングアプリなどで知り合った人に投資を勧められ、暗
号資産の投資を始めた。その後、返金・出金ができなくなり、相手と連絡も取
れなくなった。

Case2
法令に基づく登録を受けていない無登録業者（海外の業者を含む）に勧誘され投
資したが、その後、業者と連絡が取れなくなった。

Case3
大学の先輩から「暗号資産で投資をするとAIが自動運用し、月10万円の配当が
ある。人に紹介するとさらにお金がはいる」と勧められ、投資を始めた。しか
し、配当金はまったく入らず、出金手続き停止の連絡がきた。

対策のポイント対策のポイント対策のポイント

・

誰もが巻き込まれる可能
性がある消費者問題。あ
なたはひとごとだと思っ
ていませんか？厚岸町消
費生活相談窓口から消費
者問題についてお届けし
ます。

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
係

問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
係

厚
岸
町
消
費
生
活

厚
岸
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
だ
よ
り

相
談
窓
口
だ
よ
り

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工
雇
用
係

厚
岸
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
だ
よ
り



27 わが家のホープ＆帯状疱疹ワクチン接種費用の助成について

帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を開始します帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を開始します帯状疱疹ワクチン接種費用の助成を開始します
4月1日から、65歳以上の人を対象とした、帯状疱疹ワクチン接種費用助成事業が始まります。

これは、帯状疱疹の発症や帯状疱疹後神経痛を予防し、費用の負担を軽減する目的があります。
　助成を希望する人は、健康推進係へ申請し、助成券の交付を受けてください。
　助成対象ワクチンや接種対象機関については、次のとおりです。

▷接種医療機関／町立厚岸病院☎52-3145（月曜日～金曜日）※要予約
　　　　　　　　田中医院☎52-7155（月曜日～土曜日）※要問い合わせ
▷申請・問い合わせ／健康推進係☎53-3333（保健福祉総合センターあみか21内）

たいじょうほうしん

※助成金額は、ワクチンの価格により毎年変更となる可能性があります
※（参考）厚生労働省ワクチン分科会資料、ワクチン取り扱い説明書等

不活化ワクチン（シングリックス） 生ワクチン（水痘ワクチン）
●助成対象者／接種日時点で65歳以上の町民で、過去
に帯状疱疹に係る町の助成を受けていない人
●接種回数／2回　●接種方法／筋肉注射
●助成額／一回当たり10,790円（接種費用の半額相当）
●自己負担額／一回当たり10,800円
●発症予防効果／70歳以上の人は89.7％
●持続性／9年以上
●注意点／頭痛や悪寒、発熱などの強い副反応が出る
可能性あり

●助成対象者／接種日時点で65歳以上の町民で、過去
に帯状疱疹に係る町の助成を受けていない人
●接種回数／1回　●接種方法／皮下注射
●助成額／一回当たり3,810円（接種費用の半額相当）
●自己負担額／一回当たり3,820円
●発症予防効果／65歳以上の人で38％
●持続性／5年程度
●注意点／免疫機能に異常のある疾患をもつ人、免疫
抑制治療を受けている人の接種は不可

お父さん：翔大さん
お母さん：亜沙美さん
　住まい：宮園

運上　海結 ちゃん
みゆ

お父さん：知貴さん
お母さん：亜未さん
　住まい：若竹

吉江　涼葉 ちゃん
すずは

お父さん：俊弥さん
お母さん：紗弥さん
　住まい：白浜

松尾　翠 ちゃん
すい

このコーナーでは、毎月あみか21で行っている7カ月児の
あかちゃん相談に参加したお子さんを紹介しています。
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問い合わせ

管理維持係

問い合わせ

課税係

問い合わせ

職員係
問い合わせ

農政係

お
詫
び

募
集

情報ＢＯＸ 28

町
営
住
宅
使
用
料（
家
賃
）

の
算
定
誤
り
に
つ
い
て

　

一
部
の
町
営
住
宅
の
家
賃
算
定
に
誤
り

が
あ
り
、
平
成
16
年
10
月
か
ら
令
和
6
年

1
月
ま
で
、
過
大
ま
た
は
過
小
の
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
2
月
分
か
ら
正
当
な
家
賃
へ

改
定
す
る
と
と
も
に
、
過
大
徴
収
分
に
つ

い
て
は
速
や
か
に
返
還
し
、
過
小
徴
収
分

に
つ
い
て
は
追
加
徴
収
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
経
過
／
令
和
6
年
1
月
に
厚
岸
町
営
住

宅
管
理
条
例
施
行
規
則
第
11
条
（
家
賃
の

決
定
に
係
る
町
長
が
定
め
る
数
値
）
の
規

定
で
、
宮
園
団
地
の
一
部
、
梅
香
団
地
の

一
部
、
上
尾
幌
団
地
に
お
い
て
、
家
賃
算

定
の
基
礎
と
な
る
『
団
地
・
住
戸
別
利
便

性
係
数
』
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

●
過
大
徴
収
対
象
世
帯
／
宮
園
M
4
棟
２

階
か
ら
3
階
の
15
世
帯
、
1
8
7
3
8
0

円●
過
小
徴
収
対
象
世
帯
／
上
尾
幌
団
地
の

12
世
帯
、
9
7
5
2
1
0
円

●
再
発
防
止
策
／
今
回
の
事
態
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
家
賃
算
定
に
用
い
る
基
礎
的

な
数
値
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
複

数
人
に
よ
る
点
検
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、

法
改
正
内
容
・
適
用
の
精
査
、
適
正
な
運

用
に
努
め
、
職
員
の
法
令
・
条
例
順
守
の

徹
底
を
図
り
、
再
発
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
遡
及
課
税

誤
り
に
つ
い
て

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）に
よ
り
介
護

保
険
料
を
納
付
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
所
得
税
・
住
民
税
の
修
正
申
告

な
ど
に
伴
い
、
2
年
前
の
介
護
保
険
料
を

遡
っ
て
更
正
を
行
っ
た
一
部
の
人
に
対
し
、

過
大
ま
た
は
過
小
に
算
定
し
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
6
年
2
月
に
、
過
大
徴
収
分
の
対

象
者
に
は
直
接
訪
問
に
よ
る
謝
罪
と
説
明

を
行
い
、
3
月
中
に
全
員
に
返
還
し
、
過

小
徴
収
分
に
つ
い
て
は
追
加
徴
収
い
た
し

ま
せ
ん
。

●
経
過
／
平
成
27
年
の
介
護
保
険
法
改
正

に
よ
り
、
保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
納
期

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
2
年
を
経
過
し
た

日
以
降
に
お
い
て
は
賦
課
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
法
改
正
後
、
特
別
徴
収
お
よ

び
普
通
徴
収
と
も
に
起
算
日
を
普
通
徴
収

の
第
1
期
で
あ
る
7
月
25
日
の
翌
日
と
す

る
運
用
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
5
年

9
月
8
日
付
で
厚
生
労
働
省
よ
り
『
特
別

徴
収
の
場
合
、
起
算
日
は
年
金
受
給
月
の

翌
月
5
月
10
日
の
翌
日
』
で
あ
る
と
全
国

の
自
治
体
に
対
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
平
成
27
年
度
以
降
の
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
被
保
険
者
に
対

し
て
、
本
来
賦
課
決
定
の
で
き
な
い
時
期

ま
で
遡
っ
て
賦
課
更
正
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

●
過
大
徴
収
対
象
人
数
／
7
人
、
2
8
0

1
9
0
円

●
過
大
還
付
対
象
人
数
／
5
人
、
8
1
0

2
0
円

●
再
発
防
止
策
／
職
員
の
法
令
・
条
例
順

守
の
徹
底
を
図
り
、
法
改
正
の
際
に
は
内

容
の
解
釈
を
適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

国
・
北
海
道
へ
の
確
認
お
よ
び
他
自
治
体

や
シ
ス
テ
ム
業
者
と
の
情
報
共
有
を
行
う

な
ど
、
法
解
釈
の
齟
齬
が
生
じ
な
い
よ
う

徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

釧
路
管
内
町
村
の
一
般
事
務

職
員（
大
学
卒
）を
募
集

　

令
和
7
年
度
の
釧
路
管
内
町
村
の
一
般

事
務
職
員
の
採
用
資
格
試
験（
大
学
卒
）を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
高
校
卒
（
短
大
・
専
門
学
校
卒

を
含
む
）
の
採
用
資
格
試
験
は
、
７
月
中

旬
に
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

●
厚
岸
町
の
採
用
予
定
／
一
般
事
務
職
、

大
学
卒
1
人（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

●
受
験
資
格
／
平
成
8
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
試
験
日
・
場
所

▽
第
１
次
試
験
＝
７
月
14
日Z

、
釧
路
町

公
民
館

▽
第
２
次
試
験
＝
8
月
以
降
に
各
町
村
役

場
で
実
施
予
定

●
申
込
方
法
／
役
場
総
務
課
に
備
え
て
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参

ま
た
は
郵
送
（
申
込
書
は
４
月
8
日X

か

ら
交
付
）

●
受
付
期
間
／
４
月
8
日X

か
ら
5
月
31

日N

（
当
日
消
印
有
効
）

家
族
で
野
菜
な
ど
を

育
て
ま
せ
ん
か

上
尾
幌
ふ
れ
あ
い
体
験
農
園
の
利
用
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
区
画
あ
た
り
50
か
ら
1
0
0
平
方
㍍
、

22
区
画
を
有
料
で
貸
し
付
け
し
ま
す
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

そ
ご

い
り
ま
す
。
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…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

問い合わせ

窓口サービス係

問い合わせ

用地地籍係

問い合わせ

自治振興係

問い合わせ

窓口サービス係

問い合わせ

防災情報係

問い合わせ

廃棄物対策係
問い合わせ

廃棄物対策係

●
開
園
日
／
５
月
1
日V

●
利
用
期
間
／
開
園
日
か
ら

10
月
31
日B

ま
で

●
場
所
／
上
尾
幌
７
番
地

●
締
め
切
り
／
４
月
10
日V

●
申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み

●
申
し
込
み
／
農
政
係

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は

ご
み
収
集
・
し
尿
の
く
み
取
り
を
休
止
し
ま
す

　

4
月
29
月X

は
祝
日
で
す
が
、
通
常
ど

お
り
に
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の
５
月
３

日N

か
ら
6
日X

ま
で
は
、
ご
み
の
収
集
、

ご
み
処
理
場
へ
の
持
ち
込
み
、
し
尿
の
く

み
取
り
お
よ
び
申
し
込
み
の
受
け
付
け
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
５
月
7
日C

か
ら
通
常
ど
お
り

の
収
集
等
と
な
り
ま
す
。

　

2
月
は
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
を
9
枚
使
用
し

ま
し
た
。
分
別
表
を
よ
く
見
て
、
正
し
い

分
別
で
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
用
流
し
水
く
み
取
り
の

申
し
込
み
を
再
開
し
ま
す

　

冬
期
間
、
受
け
付
け
て
い
な
か
っ
た
家

庭
用
流
し
水
の
く
み
取
り
の
申
し
込
み
を
、

4
月
1
日x

か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

く
み
取
り
を
希
望
す
る
場
合
は
、
早
め

に
電
話
等
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
／
有
限
会
社
厚
岸
清
掃
社
☎

52
―
2
4
8
8
（
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
か
ら
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
☎
52
―
2
4
8
8
）

防
災
行
政
無
線
・
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
の
設
置
に
つ
い
て

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
時
に
緊
急
通

報
を
行
う
防
災
行
政
無
線
と
、
町
か
ら
の

お
知
ら
せ
を
受
信
す
る
機
能
な
ど
が
あ
る

I
P
告
知
端
末
を
各
家
庭
に
無
償
で
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
住
宅
を
取
り
壊
す
・
新
築
す
る
場
合

▽
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
・
町
内
か
ら

転
出
す
る
場
合

▽
転
居
す
る
場
合

　

ま
た
、
機
器
を
設
置
し
て
い
て
も
、
放

送
が
流
れ
な
い
な
ど
使
用
で
き
な
い
と
き

は
、
故
障
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
防
災
行
政

無
線
に
つ
い
て
＝
危
機
対
策
係
、
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
に
つ
い
て
＝
防
災
情
報
係

自
転
車
安
全
運
転
講
習
会

を
実
施
し
ま
す

　

自
転
車
の
事
故
防
止
や
安
全
か
つ
適
正

な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
自
転
車
安
全

運
転
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
習
会
を
受
講
し
た
人
に
は
、

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
用
と
保

険
加
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
日
時
／
4
月
14
日Z

10
時

●
場
所
／
役
場
1
階
中
会
議
室

令
和
6
年
4
月
か
ら

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

所
有
者
不
明
土
地
等
の
発
生
を
予
防
す

る
た
め
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
不

動
産
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
相

続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

相
続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た
相

続
人
は
、
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
知

っ
た
日
か
ら
3
年
以
内
に
、
相
続
登
記
の

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
令
和
6
年

3
月
31
日
以
前
に
死
亡
し
た
人
の
相
続
に

つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た
日
か
ら
3

年
以
内
に
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
登
記

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
正
当
な
理
由
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
登
記
申
請
を
し
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／https://w

w
w
.m

oj.go.jp/M
IN
JI/m

inji05_00343.h
tm
lス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
『
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ス

マ
ホ
用
電
子
証
明
書
』
を
搭
載
す
る
こ
と

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
歩
か

ず
に
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書

を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

利
用
す
る
際
の
手
続
き
や
対
象
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
種
（
現
在
は
一
部
の
ア

ン
ド
ロ
イ
ド
端
末
の
み
）
な
ど
、
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

／
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
開
始
し
ま
す

　

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

利
用
し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
パ
ス

ポ
ー
ト
更
新
の
申
請
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行
う
と
、
来
庁
す

る
の
は
原
則
パ
ス
ポ
ー
ト
受
け
取
り
時
の

1
回
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
対
象
と
な
る
人
／

厚
岸
町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
人
、
パ

ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
間
が
1
年
未
満
で
、

記
載
事
項
に
変
更
が
な
い
人
、
査
証
欄
の

余
白
が
見
開
き
3
ペ
ー
ジ
以
下
の
人

●
申
請
に
必
要
な
も
の
／
有
効
な
パ
ス
ポ

ー
ト
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
電
子
証

明
書
の
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
対

応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

暮
ら
し

制
度



30

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

情報ＢＯＸ

…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

問い合わせ

農政係

問い合わせ

商工雇用係

問い合わせ

商工雇用係
問い合わせ

商工雇用係

仕
事

『
は
か
り
』の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

　

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る
『
は
か

り
』
は
、
北
海
道
知
事
が
実
施
す
る
定
期

検
査
ま
た
は
民
間
業
者
に
よ
る
代
理
検
査

を
２
年
に
１
度
受
検
し
て
合
格
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
は
か
り

の
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
検

が
初
め
て
の
場
合
は
、
5
月
21
日c

ま
で

に
商
工
雇
用
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
4
月
か
ら
は
か
り
定
期
検
査
手

数
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
検
査
日
時
・
場
所

▽
６
月
4
日C

10
時
30
分
か
ら
11
時
＝
上

尾
幌
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
13

時
か
ら
16
時
＝
町
立
厚
岸
病
院

▽
5
日V

10
時
30
分
か
ら
15
時
＝
役
場
1

階
町
民
ホ
ー
ル

▽
6
日B

10
時
30
分
か
ら
15
時
＝
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー

特
産
品
の
開
発
を

支
援
し
ま
す

　

厚
岸
町
内
で
新
た
な
地
域
特
産
品
の
開

発
に
取
り
組
む
個
人
や
民
間
事
業
者
な
ど

●
借
入
要
件
／
①
中
小
企
業
基
本
法
に
よ

る
中
小
企
業
者
お
よ
び
中
小
企
業
等
協
同

組
合
法
に
よ
る
協
同
組
合

②
町
内
に
独
立
し
た
事
業
所
ま
た
は
店
舗

を
有
し
て
同
一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以

上
営
む
事
業
者

③
保
証
協
会
が
定
め
る
保
証
対
象
業
種
で

あ
る
こ
と

④
町
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
こ
と

●
申
請
先
／
株
式
会

社
北
洋
銀
行
厚
岸
支

店
、
大
地
み
ら
い
信

用
金
庫
厚
岸
支
店
・

松
葉
町
支
店

中
小
企
業
者
を

支
援
し
ま
す

　

厚
岸
町
中
小
企
業
融
資
は
、
資
金
を
借

り
る
際
の
保
証
料
と
利
子
の
一
部
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。
申
請
は
通
年
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
支
援
内
容
／
保
証
料
全
額
、
貸
付
利
率

の
う
ち
１
％
を
補
助

●
資
金
使
途
／
運
転
資
金
ま
た
は
設
備
資

金●
借
入
限
度
額
／
運
転
資
金
＝
1
千
万
円
、

設
備
資
金
＝
1
5
0
0
万
円

●
返
済
期
間
／
運
転
資
金
＝
７
年
以
内
、

設
備
資
金
＝
10
年
以
内

に
対
し
、
商
品
開
発
に
必
要
な
経
費
を
補

助
し
ま
す
。
申
請
に
は
期
限
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象
者
／
町
内
に
住
所
ま
た
は
事

業
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人
・
団
体
（
諸

条
件
が
あ
り
ま
す
）

●
補
助
対
象
事
業

▽
町
内
の
農
林
水
産
物
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
物　

▽
厚
岸
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
厚

岸
町
の
魅
力
発
信
に
結
び
つ
く
地
域
特
産

品
を
新
た
に
開
発
し
、
商
品
化
す
る
事
業

※
年
度
内
１
回
限
り
補
助

●
補
助
金
額
／
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
の
額（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
事
業
着
手
前
の
申
請
や
令
和
7
年
３
月

19
日V

ま
で
の
実
績
報
告
が
必
要
で
す

●
申
請
先
／

商
工
雇
用
係

家
畜
排
せ
つ
物
の

適
正
な
管
理
の
徹
底
を

　

畜
産
業
を
営
む
人
は
、
た
い
肥
舎
、
尿

溜
、
ス
ラ
リ
ー
ス
ト
ア
な
ど
を
自
己
点
検

す
る
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意

し
、
適
切
な
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

▽
融
雪
水
が
ふ
ん
尿
貯
留
施
設
に
流
れ
込

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
土
の
う

を
積
む
か
排
水
路
を
確
保
し
、
施
設
へ
の

流
入
を
防
止
す
る

①か②のマークがある
『はかり』で合格したも
のは取り引き等で使用
できます。
③のマークがある『は
かり』は取り引き等で
は使用できません。

　日本国内に住む20歳以上の人は、学生であっても
国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、本人の所得が一定額以下の学生の場合、
国民年金保険料の納付が猶予される『学生納付特例
制度』の対象となります。
　申請が遅れると、不慮の事故などで障がいが残っ
た際に、障害年金を受け取れない場合がありますの
で、希望する人はお早めに手続きをしてください。
　なお、納付猶予された期間の保険料は、10年以内
であれば後から納めることができる『追納制度』があ
りますので、ご利用ください。

【申請に必要なもの】
○個人番号確認書類（申請者のマイナンバーカードなど）
○顔写真付きの本人確認書類（窓口に来た人分）
○学生証（コピー可）または在学証明書（原本）
○基礎年金番号がわかるもの
また、マイナンバーカードを使用することで、『マ
イナポータル』から学生納付特例の電子申請ができます。
　詳細は日本年金機構のホームページをご覧ください。
●問い合わせ／保険医療係
　　　　　　　釧路年金事務所 ☎ 0154－25－1521

学生納付特例制度を
ご存じですか？

国民年金
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問い合わせ

健康推進係
53-3333

問い合わせ

健康推進係
53-3333

問い合わせ

健康推進係
53-3333

▽
ふ
ん
尿
貯
留
施
設
か
ら
の
れ
き
汁
が
外

部
に
流
出
す
る
危
険
が
あ
る
場
合
は
、
土

の
う
な
ど
で
緊
急
避
難
的
に
流
出
を
速
や

か
に
防
止
す
る
ほ
か
、
不
慮
の
事
故
な
ど

に
よ
る
流
出
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、

農
場
の
勾
配
な
ど
を
考
慮
し
、
あ
ら
か
じ

め
土
盛
り
を
行
う
な
ど
、
農
場
外
流
出
防

止
対
策
を
徹
底
す
る

▽
融
雪
期
は
、
ほ
場
も
水
分
を
多
く
含
ん

で
い
る
た
め
、
た
い
肥
な
ど
を
農
地
に
還

元
す
る
と
き
は
、
地
形
や
河
川
に
通
じ
る

水
の
流
れ
に
十
分
留
意
し
て
、
適
正
な
散

布
に
努
め
る

▽
流
出
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
事
故
原
因
の
解
消
お
よ
び
流
出
物

の
除
去
に
よ
る
被
害
拡
大
防
止
策
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、

役
場
ま
た
は
農
協

に
報
告
し
、
対
応

策
の
指
示
を
受
け

る不
妊
治
療
費
等
の

助
成
を
拡
充
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
不
妊
治
療
を
受
け
た
人
へ
通

院
1
回
に
つ
き
3
0
0
0
円
を
助
成
し
て

い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は
不
妊
治
療
費

の
自
己
負
担
分
の
全
額
と
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
対
象
要
件
や
必
要
書
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
対
象
治
療
／
道
内
の
医
療
機
関
で
受
け

た
不
妊
治
療
（
タ
イ
ミ
ン
グ
法
、
人
工
授

精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
、
男
性
不
妊

治
療
な
ど
）

●
申
し
込
み
／

健
康
推
進
係

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
お
知
ら
せ

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無

料
接
種
は
、
3
月
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
有
料
と
な
り
、
65
歳
以
上

の
人
を
対
象
に
、
1
年
に
1
回
の
定
期
接

種
と
し
て
秋
か
ら
冬
に
接
種
を
行
い
ま
す

の
で
、
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
ら
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
に
重
い
障
が
い
や
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

が
い
が
あ
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す

　

な
お
、
任
意
接
種
と
し
て
、
全
額
自
己

負
担
に
よ
る
接
種
は
4
月
か
ら
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
医
療
機
関
に
よ
っ
て

料
金
や
予
約
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
、
医
療
機
関
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
☎
5
3^

3
3
4
0
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
を
対
象
に
、
国
が
定
め
る
定
期

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
券
を
次
の
と
お
り

交
付
し
て
い
ま
す
。

●
予
防
接
種
券
交
付
対
象
者
／
満
65
歳
の

人
で
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人

※
60
歳
か
ら
64
歳
の
人
で
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
に
重
い
障
が
い
や
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

が
い
が
あ
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す

●
予
防
接
種
期
間
／
令
和
7
年
３
月
31
日

X

ま
で

●
予
防
接
種
医
療
機
関
／
町
立
厚
岸
病
院

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
で
予
約
制
）、
田
中

医
院（
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
）

●
料
金
／
4
0
5
0
円
（
生
活
保
護
世
帯

の
人
は
無
料
）

●
予
防
接
種
券
申
請
に
必
要
な
物
／
健
康

保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
60
歳
か
ら

64
歳
の
人
で
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に

重
い
障
が
い
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
）

※
70
歳
以
上
の
人
で
、
過
去
5
年
間
に
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
／
健
康

推
進
係

保
健

採用担当：角田　まで採用担当：角田　まで

　　　入学おめでとうございます
　　新しい門出の季節ですね。　　新しい門出の季節ですね。
　　皆さまのさらなる挑戦・ご活躍を応援しています！！　　皆さまのさらなる挑戦・ご活躍を応援しています！！
　　働き易い環境を年々整備しつつ、ともに成長していける　　働き易い環境を年々整備しつつ、ともに成長していける
　　あなたをお待ちいたしております。　　あなたをお待ちいたしております。
　　　　
　　　　

詳しくは、webサイトへ！詳しくは、webサイトへ！
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問い合わせ

商工雇用係

問い合わせ

障がい福祉係
53-3333

問い合わせ

障がい福祉係
53-3333

相
談

資
金

児
童
相
談
所
が

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

　

釧
路
児
童
相
談
所
は
、
児
童
に
関
す
る

助
言
や
相
談
を
行
う
巡
回
相
談
を
行
い
ま

す
。
18
歳
未
満
の
児
童
が
療
育
手
帳
の
申

請（
再
判
定
）を
行
う
と
き
は
、
児
童
相
談

所
の
判
定
が
必
要
で
す
。

　

巡
回
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
日
程
／
５
月
24
日N

、
９
月
25
日V

、

令
和
7
年
１
月
22
日V

　
　
　

●
場
所
／
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

●
申
し
込
み
／
障
が
い
福
祉
係

　

な
お
、
釧
路
児
童
相
談
所
に
直
接
出
向

く
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
釧
路
児
童
相

談
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
／
釧
路
児
童
相
談
所
（
釧
路

市
桜
ヶ
岡
1
丁
目
4
番
32
）
☎
0
1
5
4

―
92
―
3
7
1
7

無
利
子
で
設
備
資
金
の

融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

厚
岸
町
小
規
模
商
工
業
者
設
備
近
代
化

資
金
の
６
月
貸
付
分
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
支
援
内
容
／
利
子
全
額
、
保
証
料
の
２

分
の
１
を
補
助

●
締
め
切
り
／
５
月
10
日N

●
申
請
場
所
／
厚
岸
町
商
工
会

●
資
金
使
途
／
設
備
資
金（
土
地
を
除
く
）

B

、
9
月
10
日C

・
11
日V

、
12
月
3
日

C

・
4
日V

、
令
和
7
年
2
月
26
日V
・

27
日B

※
9
月
11
日V

は
午
前
中
の
み

●
場
所
／
サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
く
し
ろ

（
釧
路
市
鳥
取

南
７
丁
目
２
番

20
号
）

●
申
し
込
み
／

障
が
い
福
祉
係

障
が
い
が
あ
る
人
へ
の

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す

　

北
海
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所
に

よ
る
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
18
歳
以
上

の
人
が
療
育
手
帳
の
申
請
を
行
う
と
き
は
、

総
合
相
談
所
の
判
定
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
予
約
制
で
す
。

●
日
程
／
５
月
28
日C

・
29
日V

・
30
日

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が

広
が
り
ま
し
た

広
が
り
ま
し
た

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が

広
が
り
ま
し
た

　

現
在
、
町
内
で
は
約
3
千
戸
が
水
洗
化

改
造
工
事
を
済
ま
せ
、
水
洗
ト
イ
レ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
公
共
下
水
道
工
事
に
よ
り
、

４
月
か
ら
新
た
に
白
浜
４
丁
目
の
一
部
で

下
水
道
の
使
用
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

区
域
内
に
土
地
、
家
屋
な
ど
を
所
有
さ

れ
て
い
る
人
は
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付

や
ト
イ
レ
の
水
洗
化
・
排
水
設
備
の
下
水

道
へ
の
接
続
な
ど
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
快
適
な
居
住

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
工
事
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
無
利
子
の

貸
付
金
制
度
や
自
己
資
金
活
用
の
人
に
対

し
て
補
助
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
業
務
係

新たに使用できるようになった区域　

助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
38
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

問い合わせ

商工雇用係

行
う
と
き
は
、
児
童
相
談

要
で
す
。

予
約
制
で
す
の
で
、
ご
連

24
日N

、
９
月
25
日V

、

22
日V

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
が
い
福
祉
係

児
童
相
談
所
に
直
接
出
向

る
場
合
は
、
釧
路
児
童
相

込
み
く
だ
さ
い
。

釧
路
児
童
相
談
所
（
釧
路

目
4
番
32
）
☎
0
1
5
4

7設
備
資
金
の

け
ら
れ
ま
す

模
商
工
業
者
設
備
近
代
化

付
分
の
申
請
を
受
け
付
け

利
子
全
額
、
保
証
料
の
２

５
月
10
日N

厚
岸
町
商
工
会

設
備
資
金（
土
地
を
除
く
）

【本館】　　　  9時から19時
【レストラン】11時から19時
　　　　　　　 （LOは30分前）
【バール】　　11時から19時
　　　　　　　 （LOは30分前）
【炭焼炙屋】　11時から19時
　　　　 　 　 （LOは1時間前）

【カフェ】　　  9時から17時
【展示販売】　  9時から18時

4月から
営業時間が変わります

ホームページ https://www.conchiglie.net/
(ヨイミカク）おやきの日 全品1個120円

毎月第2・第4水曜日は
職場でのひと息、お子様のおやつに !

税
込円

!

税
込
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問い合わせ

海事記念館
52-4040

問い合わせ

海事記念館
52-4040

問い合わせ

海事記念館
52-4040

問い合わせ

木工センター
52-3451
林政係

木
工
セ
ン
タ
ー

●
借
入
限
度
額
／
１
千
万
円

●
返
済
期
間
／
７
年
以
内
（
借
入
金
額
に

よ
り
異
な
る
）

●
借
入
要
件

①
町
内
に
独
立
し
た
事
業
所
ま
た
は
店
舗

を
有
し
、
同
一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以

上
営
ん
で
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
、
商

業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
に
あ
っ
て
は
５
人

以
下
、
製
造
業
そ
の
他
に
あ
っ
て
は
20
人

以
下
の
事
業
者
（
そ
の
他
、
経
営
内
容
が

同
様
の
実
態
に
あ
る
と
町
長
が
認
め
た
事

業
者
）

②
北
海
道
信
用
保
証
協

会
が
定
め
る
保
証
対
象

業
種
で
あ
る
こ
と

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と

こ
い
の
ぼ
り
や
五
月
人
形
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

木
工
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
月
工
作
テ
ー

マ
を
決
め
て
皆
さ
ん

に
木
の
工
作
を
楽
し

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
工
作
月
間
作
品

の
材
料
は
木
工
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
て
お

り
、
１
作
品
分
ま
で
は
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

４
月
は『
こ
い
の
ぼ
り
工
作
月
間
』で
す
。

糸
の
こ
な
ど
を
使
っ
て『
こ
い
の
ぼ
り
』や

『
組
木
の
五
月
人
形
』を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
29
日X

（
月

曜
日
お
よ
び
祝
日
の
翌
日
を
除
く
）

●
場
所
／
木
工
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
９
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

●
費
用
／
１
作
品
分
ま
で
無
料
（
使
用
料

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
／
木
工
セ
ン
タ
ー
、
林
政
係

厚
岸
町
郷
土
館
と
太
田
屯
田

開
拓
記
念
館
が
開
館
し
ま
す

厚
岸
町
郷
土
館
と
太
田
屯
田
開
拓
記
念

館
は
、
4
月
16
日c

か
ら
開
館
し
ま
す
。

●
時
間
／
９
時
か
ら
16
時

●
休
館
日
／
月
曜
日
、
祝

日
の
翌
日
、
11
月
16
日
か

ら
4
月
15
日
（
冬
期
閉
館

期
間
）

●
入
場
料
／
無
料

あ
っ
け
し
歴
史
探
訪
3
館

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す

厚
岸
町
郷
土
館
と
太
田
屯
田
開
拓
記
念

館
の
開
館
に
合
わ
せ
て
、
3
館
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

全
館
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
抽
選

で
海
事
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
当

た
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
4
月
16
日C

か
ら
11
月
15
日N

●
休
館
日
／
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
（
3

館
共
通
）

●
当
選
発
表
／
実
施
期
間
終
了
後
の
景
品

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

すプ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

夜
間
投
影
の
お
知
ら
せ

　

海
事
記
念
館
で
は
、
毎
月
、
平
日
の
夜

に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
夜
間
投
影
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
日
時
／
4
月
19
日N

19
時
か
ら
19
時
30

分●
内
容
／
『
王
女
の
か
ん
む
り
／
巨
大
惑

星
〜
木
星
〜
』（
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
木
嶋
こ

ず
え（
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル『
ち
い
さ
な

絵
本
箱
』）＝
春
に
観
測
で
き
る
た
く
さ
ん

の
星
座
を
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
と
と
も
に
紹

介
し
ま
す
。
後
半
は
、
木
星
の
特
徴
や
そ

の
周
り
を
回
る
衛
星
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

●
定
員
／
40
人

※
中
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

【４月22日（月）】

厚岸町役場前　　　　　　10：00～12：00

厚岸警察署前　　　　　　13：30～14：15

株式会社ナリテツ前　　　14：45～16：15

【４月23日（火）】

厚岸消防署前　　　　　　10：00～11：30

保健福祉総合センター前　13：00～14：15

厚岸味覚ターミナル・コンキリエ前　14：45～16：15

●問い合わせ／地域支援係 ☎ 53－3333

移動献血車ひまわり号が、

次の日程で町内を巡回しますので、

献血のご協力をお願いします。

献血のご協力をお願いします

キッチン用品工作月間
ひな人形工作月間
冬の工作月間
クリスマス・干支もの工作月間
木製いす工作月間
カッティングボード（まな板）工作月間
木製スマホスピーカー工作月間

夏の工作月間
（巣箱・車などのこどものおもちゃ）

カッティングボード（まな板）工作月間

令和6年度の事業予定
家庭用小物工作月間

3月
2月
1月
12月
11月
10月
9月
8月
7月
6月
5月海

事
記
念
館

象
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情
報
館

問い合わせ

温水プール
52-6631

問い合わせ

情報館
52-2246

問い合わせ

情報館
52-2246

町
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上
の
人

●
定
員
／
各
部
15
人
程
度

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
一
般
シ

ー
ズ
ン
券
の
購
入
6
6
0
0
円

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
随
時

【
小
学
1
・
2
・
3
年
生
水
慣
れ
教
室
】

●
内
容
／
遊
び
を
通
じ
て
水
に
慣
れ
さ
せ

る
指
導
を
中
心
に
行
い
ま
す

●
日
時
／
5
月
9
日
か
ら
30
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、
A
班
15
時
か
ら
15
時
45
分
、

B
班
16
時
か
ら
16
時
45
分

●
対
象
者
／
水
が
苦
手
な
町
内
に
お
住
ま

い
の
小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生
の
人

●
定
員
／
各
班
先
着
10
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
一
回
1

1
0
円

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
5
月
8

日V【
小
学
1
・
2
・
3
年
生
キ
ッ
ク
教
室
】

●
内
容
／
基
礎
的
な
キ
ッ
ク
の
打
ち
方
を

中
心
に
指
導
し
ま
す

●
日
時
／
5
月
8
日
か
ら
29
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
、
A
班
15
時
か
ら
15
時
45
分
、

B
班
16
時
か
ら
16
時
45
分

●
対
象
者
／
ビ
ー
ト
板
を
使
わ
ず
に
壁
を

蹴
っ
て
5
秒
以
上
浮
く
こ
と
が
で
き
る
町

内
に
お
住
ま
い
の
小
学
1
年
生
か
ら
3
年

生
の
人

●
定
員
／
各
班
先
着
10
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
一
回
1

1
0
円

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
5
月
6

日X

水
泳
教
室
を

開
催
し
ま
す

【
厚
岸
ス
イ
ミ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー（
少
年

の
部
）】

●
内
容
／
サ
ー
ク
ル
活
動
的
な
水
泳
練
習

や
、
競
泳
四
泳
法
の
泳
法
技
術
な
ど
を
指

導
し
ま
す

●
日
時
／
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
69
回
、

毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日
、
隔
週
土
曜
日（
祝

日
・
休
館
日
は
除
く
）
、
19
時
か
ら
20
時
、

土
曜
日
の
み
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

●
対
象
者

▽
町
内
の
小
中
学
生
で
ク
ロ
ー
ル
で
呼
吸

を
し
な
が
ら
25
ｍ
以
上
泳
げ
る
人
＝
10
人

▽
ク
ロ
ー
ル
で
10
ｍ
泳
げ
る
人
＝
10
人

●
定
員
／
20
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
小
中
学

生
シ
ー
ズ
ン
券
の
購
入
2
2
0
0
円
・
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入
8
0
0
円
（
別

途
振
込
手
数
料
が
必
要
で
す
）

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
随
時

【
厚
岸
ス
イ
ミ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー（
成
人

の
部
）】

●
内
容
／
競
泳
四
泳
法
の
泳
法
技
術
を
中

心
に
指
導
し
、
泳
力
検
定
2
級
・
1
級
の

合
格
を
目
指
し
ま
す

●
日
時
／
４
月
19
日
か
ら
11
月
29
日
ま
で

の
30
回
、
毎
週
金
曜
日
（
7
月
の
み
土
曜

日
）
、
昼
の
部
15
時
か
ら
16
時
、
夜
の
部

19
時
か
ら
20
時

●
対
象
者
／
4
泳
法
を
25
ｍ
以
上
泳
げ
る

春
の
分
館
工
作
会
で

カ
リ
ン
バ
を
つ
く
ろ
う
！

　

春
の
分
館
工
作
会
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
リ

ン
バ
を
つ
く
ろ
う
！
』
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
4
月
29
日（
月
・
祝
）13
時
30
分

か
ら
15
時

●
内
容
／
木
の
板
と
ヘ
ア
ピ
ン
を
使
っ
て
、

カ
リ
ン
バ
を
作
り
ま
す

●
会
場
／
厚
岸
情
報
館
分
館

●
参
加
料
／
無
料

●
定
員
／
15
人（
受
付
先
着
順
）

●
申
し
込
み
／
厚
岸
情
報
館
本
館
・
分
館

パ
ソ
コ
ン
講
座

『
ワ
ー
ド
基
礎
コ
ー
ス
』
を
開
催

●
日
時
／
５
月
16
日
か
ら
7
月
4
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
、
18
時
30
分
か
ら
20
時
30

分（
全
8
回
）

●
場
所
／
厚
岸
情
報
館
パ
ソ
コ
ン
実
習
室

●
内
容
／
文
字
入
力
か
ら
表
の
作
成
な
ど
、

ワ
ー
ド
を
使
っ
た
こ
と
の
な
い
人
や
ワ
ー

ド
の
基
本
的
な
使
い
方
を
学
び
た
い
人
を

対
象
と
し
た
講
座
で
す

●
定
員
／
8
人
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、

締
め
切
り
後
も
受
け
付
け
し
ま
す
）

●
受
講
料
／
4
千
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

が
か
か
り
ま
す
）

●
締
め
切
り
／
4
月
26

日N

18
時

●
申
し
込
み
／
厚
岸
情

報
館
本
館
・
分
館

温
水
プ
ー
ル

▽一人で野山に入ることを避ける
▽薄暗いときは行動しない
▽ふんや足跡を見たら引き返す
▽食べ物やごみは必ず持ち帰る
●ヒグマを目撃したときは、林政係まで連絡をお願
いします。
　なお、ヒグマの出没情報は、町
のホームページでご覧いただけま
す。

4月1日（月）から5月31日（金）までの期間は、春
のヒグマ注意特別期間です。
　例年、春はクマの目撃情報が多く、山菜採りなど
で野山に出かける機会が多くなることから、事故に
遭わないためにも次のことに気をつけてください。

春のヒグマ注意
特別期間 ●問い合わせ／林政係

ヒグマ目撃情報
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【
小
学
4
・
5
・
6
年
生
キ
ッ
ク
教
室
】

●
内
容
／
基
礎
的
な
キ
ッ
ク
の
打
ち
方
を

中
心
に
指
導
し
ま
す

●
日
時
／
5
月
10
日
か
ら
31
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
、
16
時
か
ら
17
時

●
対
象
者
／
水
が
苦
手
な
人
お
よ
び
ビ
ー

ト
板
を
使
わ
ず
に
5
秒
以
上
浮
く
こ
と
が

で
き
る
町
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
4
年
生

か
ら
6
年
生
の
人

●
定
員
／
先
着
10
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
一
回
1

1
0
円

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
5
月
9

日B【
初
心
者
水
泳
教
室（
夜
の
部
）】

●
内
容
／
基
礎
的
な
ク
ロ
ー
ル
・
背
泳
ぎ

を
指
導
し
ま
す

●
日
時
／
5
月
9
日
か
ら
30
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、
19
時
か
ら
20
時

●
対
象
者
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
高
校
生

以
上
の
人

●
参
加
料
／
施
設
使
用
料
と
し
て
高
校
生

一
回
2
2
0
円
、
一
般
一
回
3
3
0
円

●
募
集
期
間
／
４
月
2
日C

か
ら
5
月
8

日V●
申
し
込
み
／
温
水
プ
ー
ル

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
町
立
厚
岸
病
院
に
／
安
藤
義
秀
＝
車
い

す
1
台（
患
者
の
た
め
）

▼
教
育
委
員
会
に
／
N
P
O
法
人
北
海
道

野
球
協
議
会
＝
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
用
ボ
ー

ル
3
セ
ッ
ト（
学
校
教
育
振
興
の
た
め
）

　
　
　
　
　
　

  
  　

　

  

《
敬
称
略
》

寄
附
・
奉
仕

広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
は
正
解
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
当
た
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
抽
選
か
ら
外
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
願
い

資
格

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ

け
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

春
か
ら
初
夏
に
む
け
て
カ
ラ
ス
の
巣
作

り
が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で
は
電
柱
に

も
巣
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

巣
の
材
料
に
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
針
金
な

ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
金
属
が
電
線
に
触
れ
る
と
、
停
電
の
原

因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

電
柱
に
巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
／
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

株
式
会
社
釧
路
支
店
（
☎
0
1
2
0
―
06

―
0
6
6
9
）

調
理
師
試
験
を

実
施
し
ま
す

●
実
施
日
／
8
月
22
日B

●
試
験
地
／
釧
路
市

●
試
験
内
容
／
筆
記
試
験

●
願
書
の
受
付
期
間
／
5
月
7
日C

か
ら

17
日N

ま
で
に
釧
路
保
健
所
へ
提
出

●
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
／
釧
路

保
健
所
☎
0
1
5
4
―
65
―
5
8
1
9

　

な
お
、
受
験
書
類
は

4
月
22
月X

か
ら
役
場

で
も
配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
／
商
工

雇
用
係

▶広報クイズ　………………………………………
①『厚岸町郷土館』と『太田屯田開拓記念館』の開館
は、4月○日から（ヒントは33㌻）
ア＝16　イ＝23　ウ＝30

②『環境配慮型ランドセル』の購入助成額は、○万
円（ヒントは37㌻）
ア＝1　  イ＝2　  ウ＝3

▶応募方法　…………………………………………
広報クイズ2問の正しい答えをそれぞれ1つ選び、
住所、氏名、年齢を書いてはがきまたは専用フォ
ームでご応募ください。（町内の人に限ります）
▶締め切り／4月19日（金）（当日消印有効）

クイズ正解者の中から抽選で5人にコンキリエ利
用券（1,000円分）を差し上げます。

■先月号のクイズの答え　　
①ア＝3 ②ウ＝20　　　

※当選者の発表は、コンキリエ利用券の発送をもって代え
させていただきます。　
※寄せられたはがきやメールの個人情報は、応募目的以外
には使用せず厳重に保管します。
※QRコードは、㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　はがきでの応募　
〒088－1192
厚岸町真栄 3 丁目 1 番地
厚岸町役場『広報クイズ』係

　専用フォームでの応募
右記のQRコードを読み込むと
応募画面を開くことができます

専用フォームは
こちら
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制
度

海
難

催
し

  
第　

回
牡
蠣
博
士
・第
6
回
酪
農
博
士

に
な
ろ
う
！
認
定
試
験
を
同
時
開
催

『
牡
蠣
博
士
認
定
試
験
』と『
酪
農
博
士

認
定
試
験
』
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
試
験
の
開
催
は
4
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
4
月
28
日Z

13
時
か
ら

●
場
所
／
厚
岸
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
試
験
資
格
／
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん●
受
験
料
／
牡
蠣
・
酪
農
試
験
各
2
千
円

●
締
め
切
り
／
4
月
17
日V

●
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
厚
岸
ネ
ッ
ト
『
牡

蠣
・
酪
農
博
士
認
定
実
行
委
員
会
』

●
問
い
合
わ
せ
／
N
P
O
法
人
厚
岸
ネ
ッ

ト
こ
れ
か
ら
の
町
を
語
る
会
事
務
局
（
厚

岸
清
掃
社
内
）
☎
52
―

4
5
7
4

故
郷
の
歴
史
を
学
ぼ
う
！

『
厚
岸
歴
史
講
座
』

　

私
た
ち
の
故
郷
厚
岸
は
、
壮
大
な
歴
史

と
ロ
マ
ン
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
よ
り
良

く
生
き
て
い
く
道
し
る
べ
を
得
る
た
め
に
、

歴
史
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

●
日
時
／
4
月
18
日B

18
時
か
ら

●
内
容
・
講
師
／
『
武
四
郎
が
歩
ん
だ
道

を
探
し
て
』
＝
厚
岸
海
事
記
念
館
元
学
芸

員
熊
崎
農
夫
博
氏

●
場
所
／
厚
岸
情
報
館

●
参
加
料
／
無
料

●
主
催
／
一
般
社
団
法
人
北
海
道
中
小
企

業
家
同
友
会
く
し
ろ
支
部
厚
岸
地
区
会

●
後
援
／
厚
岸
町
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ
／
一
般
社
団
法
人
北
海
道

中
小
企
業
家
同
友
会
く
し
ろ
支
部
（
釧
路

市
錦
町
5
丁
目
3

三
ツ
輪
ビ
ル
内
）

☎
0
1
5
4
―
31

―
0
9
2
3　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

に
お
け
る
海
の
事
故
防
止

釣
り
な
ど
で
、
海
浜
ま
た
は
洋
上
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
人
は
次
の
事
項
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
に
着
用
し
ま

し
ょ
う

▽
海
中
転
落
防
止
の
た
め
、
周
囲
の
状
況

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
単
独
行
動
を
避
け
、
複
数
人
で
行
動
し

ま
し
ょ
う

▽
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
防
水

パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
、
緊
急
時
は
速

や
か
に
1
1
8
番
へ
通
報
し
ま
し
ょ
う

▽
船
を
運
航
す
る
場
合
は
、
発
航
前
検
査

を
実
施
し
、
海
に
出
た
ら
見
張
り
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う

▽
最
新
の
気
象
・
海
象
情
報
を
入
手
し
て
、

天
候
の
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
早

め
に
帰
る
判
断
を
し
ま
し
ょ
う

▽
整
備
事
業
者
等
に
よ
る
定
期
的
な
点
検

整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う

●
問
い
合
わ
せ
／
釧
路
海
上
保
安
部\

0

1
5
4
―
21
―

5
5
7
5

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

一
時
金
支
給
に
つ
い
て

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術（
子

ど
も
が
で
き
な
く
な
る
手
術
）
な
ど
を
受

け
た
人
は
、
一
時
金
3
2
0
万
円
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
時
金
の
請
求
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
旧
優
生
保
護
法
特
設
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
こ
ど
も
家
庭
庁
旧
優
生

保
護
法
一
時
金
相
談
窓
口
☎
03^

3
5
9

5^

2
5
7
5（
10
時
か
ら
18
時（
土
日
祝

日
を
除
く
））

12

●掲載対象者／　　　原則として、町内に事業所などがある業者や町内で活動している団体
●広告掲載位置／　　お知らせコーナー『情報ＢＯＸ』の下１段
●広告の規格・料金／【下１段】10,000円、【下１段の２分の１相当】5,000円（いずれも一色刷り）
●掲載できないもの／青少年の健全な育成を阻害するもの、政治活動、宗教活動、意見広告に関わるもの、
　　　　　　　　　　公序良俗に反するもの、その他町長が不適切と認めたもの
●申し込み／　　　　随時受け付けています
●問い合わせ／　　 広報統計係

広報あっけしに広告を掲載しませんか？

―
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助成対象　　次の①から③の全てに該当する人
　　　　　　①豊岡鞄スクールリュックUMIを購入した人
　　　　　　②令和7年度に小学校に入学する児童の保護者
　　　　　　③町税等の滞納がない人
　　　　　　※購入方法等は豊岡鞄スクールリュックUMI公式WEBサイトをご覧ください
助 成 額 2万円
申請期間　 5月1日（水）から令和7年2月28日（金）
そ の 他 申請の方法、条件等については、厚岸町公式ホームページをご覧ください
問い合わせ 水産係

　廃棄漁網の利活用促進と環境に対する意識啓発のため、環境配慮
型ランドセル購入費用の一部を助成します。

環境配慮型ランドセルの購入を助成します！環境配慮型ランドセルの購入を助成します！環境配慮型ランドセルの購入を助成します！
令和7年度 小学校新1年生の皆さんへ

『豊岡鞄スクールリュックUMI』の本体は、厚岸町内の漁網業
者が回収した廃棄漁網を活用し製造されています。そのほか、
ファスナーやその他の素材も再生素材が使用されており、環
境に配慮したスクールリュックとして注目されています。

詳しくはこちら

『北洋銀行『北洋銀行』での窓口納付はでの窓口納付は、取扱手数料がかかります取扱手数料がかかります『北洋銀行』での窓口納付は、取扱手数料がかかります
●問い合わせ／出納係

●厚岸町役場　厚岸町役場　●湖南地区出張所湖南地区出張所
●大地みらい信用金庫　大地みらい信用金庫　●厚岸漁業協同組合厚岸漁業協同組合
●釧路太田農業協同組合　釧路太田農業協同組合　●浜中町農業協同組合浜中町農業協同組合
●ゆうちょ銀行または郵便局ゆうちょ銀行または郵便局
●コンビニ店舗・スマホ決済アプリコンビニ店舗・スマホ決済アプリ
　（コンビニ収納用バーコードの印刷があるもの（コンビニ収納用バーコードの印刷があるもの）
●地方税お支払いサイト地方税お支払いサイト
　（eL-QRコードの印刷があるもの（eL-QRコードの印刷があるもの）

●厚岸町役場　●湖南地区出張所
●大地みらい信用金庫　●厚岸漁業協同組合
●釧路太田農業協同組合　●浜中町農業協同組合
●ゆうちょ銀行または郵便局
●コンビニ店舗・スマホ決済アプリ
（コンビニ収納用バーコードの印刷があるもの）
●地方税お支払いサイト
（eL-QRコードの印刷があるもの）

●町道民税　町道民税　●固定資産税　固定資産税　●都市計画税都市計画税
●国民健康保険税　国民健康保険税　●軽自動車税軽自動車税　●　●介護保険料介護保険料
●後期高齢者医療保険料後期高齢者医療保険料　●　●ごみ処理手数料ごみ処理手数料
●町営住宅使用料町営住宅使用料　●　●水道使用料水道使用料
●下水道使用料下水道使用料　●　●簡易水道使用料　簡易水道使用料　
●農業水道使用料農業水道使用料
　※口座振替を希望する場合は、金融機関窓口での手続※口座振替を希望する場合は、金融機関窓口での手続
　　きが必要です　　きが必要です

●町道民税　●固定資産税　●都市計画税
●国民健康保険税　●軽自動車税　●介護保険料
●後期高齢者医療保険料　●ごみ処理手数料
●町営住宅使用料　●水道使用料
●下水道使用料　●簡易水道使用料　
●農業水道使用料
※口座振替を希望する場合は、金融機関窓口での手続

　　きが必要です

手数料がかからない納付場所手数料がかからない納付場所手数料がかからない納付場所 「口座振替口座振替」が可能な税・料金などが可能な税・料金など『口座振替』が可能な税・料金など

※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です

　令和6年4月1日から、『北洋銀行』の窓口で、厚岸町の納入通知書による税や料金などをお支払いいた
だく場合は、窓口収納手数料として納入通知書・払込取扱票1枚につき、お支払いいただく人の負担で
880円が必要になります。（払込取扱票に『eL-QRコード』が印刷されている町道民税・固定資産税・都市
計画税・軽自動車税を除く）
　すでにお手元にある納入通知書・払込取扱票に、納付場所として『北洋銀行』の記載がある場合も、手
数料が必要になりますのでご注意ください。
納付には、手数料不要の口座振替の利用をおすすめします。北洋銀行での口座振替も手数料不要で

ご利用いただけます。
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『空き家バンク』は、空き家の売却または賃貸を希望する所有者から申請を受け、町がその空き家に関する
情報をホームページ上で公開する制度です。
　申請は随時受け付けていますので、詳細については、お気軽にお問い合わせください。

『空き家バンク』をご利用ください！ 申請・問い合わせ
政策調整係

●対象／　　　　公共下水道を整備する予定がない区域に設置する合併処理浄化槽
　　　　　　　　※住宅のほか、店舗・事務所・事業場等の建物も対象になります
●申請期間／ 4月1日（月）から
●交付額／　　 【合併処理浄化槽設置費用】
　　　　　　　　①５人槽＝上限90万円　　　　　　　　　 ②５人槽を超えるもの＝上限110万円
　　　　　　　 【単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換する場合、以下の費用を加算】
　　　　　　　　①撤去費（上限12万円）、または雨水貯留槽等への再利用（上限9万円）
　　　　　　　　②宅内配管工事費＝上限30万円
　　　　　　　 【くみ取り便槽から合併処理浄化槽へ転換する場合、以下の費用を加算】
　　　　　　　　①くみ取り便槽の撤去費＝上限９万円　　　②宅内配管工事費＝上限30万円

【厚岸町空家等除却費補助金】
●申請期間／　 4月1日（月）から4月12日（金）
　　　　　　　　※申請件数が上限（20件）を超えた場合は抽選となります。なお、上限を超えなかった場
　　　　　　　　　合は、11月29日（金）まで受け付けます。
●補助対象物件／町内に所在する空き家等
●補助対象経費／町内建設業者が行う除却（空き家等をすべて解体し、更地にする）工事費
●交付額／　　　除却工事費等の5分の4（上限50万円）

【厚岸町空家等改修費補助金】
●申請期間／　 4月1日（月）から11月29日（金）
●補助対象物件／空き家バンクを利用して購入した町内に所在する空き家等
●補助対象経費／町内建設業者が行う改修工事費
●交付額／　　　改修工事費等の3分の2（上限50万円）

【既存住宅耐震改修および解体工事補助事業】
●対象／　昭和56年５月以前に着工された住宅で、
　　　　　専門機関の耐震診断によって耐震基準を
　　　　　満たないとされた住宅の耐震改修および
　　　　　除却工事
●補助額／▷耐震改修工事
　　　　　＝対象経費に応じて助成（上限30万円）
　　　　　▷除却工事
　　　　　＝対象工事費の10％（上限20万円）

【住宅エコリフォーム補助金事業】
●対象／　町内事業者を利用し、50万円以上となる
　　　　　省エネ改修工事、バリアフリー改修工事
●助成額／▷省エネ改修工事
　　　　　＝対象工事費の10％（上限75万円）
　　　　　▷バリアフリー改修工事
　　　　　＝対象工事費の10％（上限50万円）
※65歳以上または中学生以下の人がいる世帯は15％

【住宅リフォーム支援助成事業】
●対象／　町内事業者を利用し、10万円以上となる
　　　　　工事（増築、改築、修繕工事）
●助成額／対象工事費の10％（上限20万円）
※65歳以上または中学生以下の人がいる世帯は15％
※以前に、この助成を受けた人で、助成額が限度額に
　達していない人は、限度額まで利用できます
※年度をまたいだ工事も対象となります

【木造一戸建て住宅の無料簡易耐震診断】
●対象／　階数が2階以下および延べ床面積500平方
　　　　　メートル以下であること、申込者が住宅を
　　　　　所有または居住していること

【貸付金利子助成事業】
●対象／　住宅新築のために金融機関から資金を借り
　　　　　入れた人
●助成額／上限30万円

【住宅新築支援助成事業】
●対象／　町内事業者を利用し、1000万円以上とな
　　　　　る新築工事（用地購入費含む）
●助成額／上限70万円
※年度をまたいだ工事も対象となります

空き家等を改修・解体する人を支援します！

合併処理浄化槽の設置に補助金を交付します！

住宅の新築・リフォーム・耐震改修等をする人を支援します！

●交付対象者／①婚姻届を提出した人または提出する予定の人
　　　　　　　②令和6年4月1日以降に町内で結婚披露宴等を行う人
　　　　　　　③出席者が30人以上の結婚披露宴等を行う人
　　　　　　　④同一世帯において町税などの滞納がない人
●奨励金の額／①町内で行う結婚披露宴等に要する経費のうち、地元事業者を
　　　　　　　　利用した経費の２割の額（上限は30万円）
　　　　　　　②厚岸町内に住所を有する人には、20万円を加算
●申請期間／　４月1日（月）から令和7年3月17日（月）
　　　　　　　※申請は、結婚披露宴等の２週間前までに行ってください

【水洗化等改造工事資金貸付制度】
●対象者／　　対象工事を行う住宅の所有者または使用者であり、次の要件を満たしている人
　　　　　　　①工事をする建物が住宅で、国の機関、地方公共団体、各種法人などの所有ではないこと
　　　　　　　②町税などの滞納がないこと
　　　　　　　③連帯保証人がいること、または取扱金融機関の信用保証制度が利用できること

●貸付限度額／372,000円～1,236,000円（工事内容によって貸付限度額が変動します）

　トイレの水洗化などをする人を対象に、工事費の補助または無利子で資金の貸し付けをします。
●対象工事／　既存のトイレの水洗化または排水設備を改造し公共下水道へ接続する工事

【水洗化等改造工事補助金交付制度】
●対象者／　　自己資金で対象工事をし、次の要件を満たしている人
　　　　　　　①公共下水道の供用開始の日から３年以内に水洗化等改造工事を完成させること（排水設備改
　　　　　　　　造工事のみを行う場合は１年以内）
　　　　　　　②工事をする建物が、国の機関や地方公共団体の所有ではないこと
　　　　　　　③町税などの滞納がないこと
●補助額／46,000円～214,000円（工事内容により補助額が変動します）
　　　　　※屋外排水管の距離が17mを超える場合、17mを超えた長さ1mごとに3,600円を上記の額に加算
　　　　　※生活扶助世帯およびこれに準ずる世帯の人が対象工事を行う場合は、上記の額にかかわらず予算
　　　　　　の範囲内で補助金を交付します

各制度をご活用ください！
トイレの水洗化をする人を支援します！

結婚披露宴等を行う人に奨励金を交付します！

申請・問い合わせ
廃棄物対策係

申請・問い合わせ
政策調整係

申請・問い合わせ
商工雇用係

申請・問い合わせ
業務係

申請・問い合わせ
建築係

本補助金には、要件があります
詳細については、お問い合わせください

各制度には、要件があります
詳細については、お問い合わせください

各補助金には、要件があります
詳細については、お問い合わせください

各事業には、要件があります
詳細については、お問い合わせください
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厚岸湖・別寒辺牛湿原学術研究奨励金　研究事例 40

北海道大学水産科学院の高尾航平
氏による『厚岸湾におけるオホーツ
クヤドカリに生息するヨコエビ3
種の生態に関する種間比較』より
報告書などの本文は、水鳥観察館
のホームページで見ることができ
ます

水鳥観察館の
ホームページ
はこちら

厚岸湖・別寒辺牛湿原学術研究奨励補助金制度とは

厚岸町では厚岸湖、別寒辺牛湿原、ほか町内の自然環境を次世代へ引き継いでい
くため、専門分野の学生や研究者に支援をしています。
このページでは、制度を活用した研究の一部をご紹介します。

厚岸湖・別寒辺牛湿原学術研究奨励補助金制度とは

厚岸町では厚岸湖、別寒辺牛湿原、ほか町内の自然環境を次世代へ引き継いでい
くため、専門分野の学生や研究者に支援をしています。
このページでは、制度を活用した研究の一部をご紹介します。

厚岸湖・別寒辺牛湿原学術研究奨励補助金制度とは

厚岸町では厚岸湖、別寒辺牛湿原、ほか町内の自然環境を次世代へ引き継いでい
くため、専門分野の学生や研究者に支援をしています。
このページでは、制度を活用した研究の一部をご紹介します。

まとめ
　オホーツクホンヤドカリの貝殻に共生するヨコエビ
3種は、繁殖の時期をずらすのではなく、貝殻の中で
すみ分けを行うことでうまく共存している可能性があ
り、メリタは貝殻の中でペアを作って繁殖している可
能性も明らかになりました。3種間の雌雄での体やは
さみの大きさの違いの有無は、一度に抱く卵の数や交
尾方法といった繁殖行動の違いを反映している可能性
があり、さらに研究を進める必要があります。

調査方法と結果
　2022年 2月から8月にかけて厚岸臨海実験所の前の海でオホーツクホンヤドカリを
採取し、その貝殻からヨコエビを回収しました。その際、ヨコエビの種類・個体数・性
別・成熟段階・貝殻のどの部分にいたかを記録し、体やはさみ状をした第2咬脚とよば
れる部分の大きさを計測しました。

【調査結果から判明したヨコエビ3種の違い】

こうきゃく

ヤドカリと一緒にすむヨコエビ
　ヤドカリは巻き貝の殻を背負って生活していることはよく知られていますが、その貝
類には多くの生物が共生しています。ヨコエビもヤドカリの貝殻にすむ生物の一つです。
ヨコエビは名前に『エビ』とつきますが、ダンゴムシに近い甲殻類の仲間で、全世界で約
9600種が知られており、陸上から深海まで幅広い環境に生息しています。
　オホーツクホンヤドカリというヤドカリの貝類にはメリタヨコエビの一種（メリタ）、
テングヨコエビの一種（テング）、タテソコエビの一種（タテソコ）という3種類のヨコエ
ビが共生していますが、これらのヨコエビの生態は全くわかっていません。
　そこで、3種類のヨコエビがヤドカリの貝殻のどの部分にすんでいるのか、繁殖の方
法や体の形の特徴について詳しく調べました。

▲テングヨコエビの一種

▲タテソコエビの一種

ヤドカリが背負う貝殻は、いろいろな生物が暮らすマンション！

貝類

ゴカイ類

フジツボ

ヨコエビ類

▲メリタヨコエビの一種

種　　類

メ  リ  タ

テ  ン  グ

タテソコ

すむ場所

貝殻の上部

貝殻の下部

貝殻の下部

卵を抱く時期

4月から6月 5月から 雌雄で差がない

体　長：雌が大きい
はさみ：雄が大きい

体　長：雌が大きい
はさみ：雄が大きい

5月から

6月から

4月から6月

3月から5月？

体・はさみの大きさ幼体が貝殻にすみ始める時期
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●外科外来診療
9時～12時30分

　町立病院
●運転免許更新時講
　習
　　13時～優良
　　14時～一般
　　15時30分～
　　違反者　福セ
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▽
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「 予 定 帳 」

（注） 変更になる場合もあります。
                           

●外科外来診療
9時～12時30分、

　13時30分～16時
　町立病院
●あかちゃん相談

Ｒ5 . 9月生まれ
Ｒ5.12月生まれ

　対象者には個別で
　ご案内します

●整形外科診療
9時～12時

●脳神経外科診療
（予約制）
　14時～16時　
　町立病院

●あそびのひろば『鯉
　のぼり手形』
　10時30分～
　子セ

●厚岸歴史講座
　（詳細は36㌻）

●春の分館工作会
　（詳細は34㌻）

●牡蠣・酪農博士認
　定試験
　（詳細は36㌻）

●土曜おはなし会
　10時30分～11時
　情報館

●子育て支援センタ
　ー開放日（予約制）
9時30分～  子セ

●子ども映画会
　13時30分～15時
　情報館
●特定健康診査・が
　ん検診　
7時～ 福セ

●特定健康診査・が
　ん検診　
7時～ 保セ

●外科外来診療
9時～12時

　町立病院
●えほんのひろば
11時～

　子セ
●3歳児健康診査
　対象者には個別で
　ご案内します

●整形外科診療
9時～12時

●脳神経外科診療
（予約制）
　14時～16時　
　町立病院
●プラネタリウム夜
　間投影
（詳細は33㌻）

●土曜おはなし会
　10時30分～11時
●名作鑑賞会
　13時30分～14時
　45分
　情報館

●整形外科診療
9時～12時

●脳神経外科診療
（予約制）
　14時～16時　
　町立病院
【12日のその他の行事
は下欄に掲載】

●子ども映画会
　13時30分～14時
　25分
　情報館

●こいのぼり工作月
　間
（→29日まで）
（詳細は33㌻）

●整形外科診療
9時～12時

●脳神経外科診療
（予約制）
　14時～16時　
　町立病院

●外科外来診療
9時～12時30分、

　13時30分～16時
●夜間予防接種
　17時30分～19時
　30分　
　町立病院
【10日のその他の行事
は下欄に掲載】

●外科外来診療
9時～12時30分、
　13時30分～16時
　町立病院

●外科外来診療
9時～12時30分、
　13時30分～16時
　町立病院
●移動献血車ひまわ
　り号巡回
（→23日まで）
（詳細は33㌻）

●外科外来診療
9時～12時30分

●夜間予防接種
　17時30分～19時
　30分
町立病院

（注） 運転免許更新時講習を受講する前に、厚岸警察署で免許更新手続きを済ませてください。
                           

日〈SUN〉 月〈MON〉 火〈TUE〉 水〈WED〉 木〈THU〉 金〈FRI〉 土〈SAT〉

５ 月 の 予 定

●障がい者専門相談
10時～17時　

　保セ
●厚岸町郷土館・太
　田屯田開拓記念館
　開館
　（詳細は33㌻）

●乳がん・子宮頸が
　ん・大腸がん検診
8時30分～
保セ

●自転車安全運転講
　習会　
　（詳細は29㌻）

●町内の情報を広報統計係までお寄せください。

●福セ＝社会福祉センター、子セ＝子育て支援センター、

　保セ＝保健福祉総合センター

●来月号の配布日は5月1日（水）を予定しています。
4月4月4月

111111

昭和の日

11

・29日（水）あかちゃん相談　R5 .10月生まれ
　　　　　 　　　　　　　　R6 . 1 月生まれ 保セ
・30日（木）1歳6カ月児健診　保セ
・31日（金）整形外科診療 9時～12時
　　　　　  脳神経外科診療（予約制）　14時～16時
　　　　　 町立病院
※外科外来診療は、3週目と5週目を予定しています
　　　　　 
                      

・10日（金）整形外科診療 9時～12時
　　　　　   脳神経外科診療（予約制）
                 　 14時～16時　町立病院
・15日（水）すくすくひろば　
　　　　　   10時30分～11時 子セ

・17日（金）整形外科診療 9時～12時
　　　　　  脳神経外科診療（予約制）　14時～16時
　　　　　 町立病院
・24日（金）整形外科診療 9時～12時
　　　　　  脳神経外科診療（予約制）　14時～16時
　　　　　 町立病院
・28日（火）子育て講座『離乳食教室』 13時30分～ 保セ

●すくすくひろば
　10時30分～11時
●えほんのひろば
11時～　

　子セ

10日の行事
●名作鑑賞会
　18時30分～19時
　45分　情報館

12日の行事

●外科外来診療
9時～12時
町立病院
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　　　　暮らし 
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インスタグラム

厚岸町公式フェイスブックでもインスタグラムの投稿を見ることができます！

フォローをフォローを
お願いします！お願いします！

2月21日から3月20日までの投稿で、『いいね！』が一番多かった投稿をご紹介。
この投稿は、179件の『いいね！』がありました。

akkeshi_no_kurashi

3月1日は翔洋高等学校、15
日は町内の中学校の卒業式が
ありましたが、3月19日は町
内小学校の卒業式でした。
卒業生の皆さん、おめでとう
ございます！
♯厚岸
♯あっけし
♯akkeshi_no_kurashi
♯卒業式
2024年3月19日

Akkeshi-gun,Hokkaido,Japan

URL　https://www.akkeshi-town.jp
E-mail　soumu@akkeshi-town.jp
法人番号　5000020016624

〒088-1192
北海道厚岸町真栄3丁目1番地
TEL 0153-52-3131
FAX 0153-52-3138

総務課広報統計係
厚岸町

（ ）内は前月比2月29日現在

●死亡／12人●転出／15人
…………………………………………………
●出生／ 4人●転入／13人

（1）●世帯／4,228世帯

（－10）
（－7）
（－3）

●人口／ 8,359人
　男／ 3,962人
　女／ 4,397人

ひとのうごきひとのうごき

▼新型コロナウイルス感染症が、
落ち着きをみせ始めていた矢先、
再度感染してしまいました…（3
回目）まだまだ油断は禁物です…
▼春は出会いと別れの季節。広報
班の人員は変わりませんが、2年
目も引き続き精いっぱい頑張りま
すので、よろしくお願いします！
　　　　　　　　　　　 （石栗）

▼年度末は何かと忙しく、編集の
合間に年度末の事務処理やら机の
整理整頓に勤しんでいました。▼
2年間一緒に広報を作成してきた
濱さんが産休・育休明けすぐ別部
署へ異動に…。とてもお世話にな
った先輩なので寂しい気持ちでい
っぱいですが、悲しみをバネに引
き続き頑張ります！今まで本当に
ありがとうございました！（岸本）

▼例年4月号はページ数が多く苦
戦していますが、今月号は結構し
んどかった…▼育休中だった濱が
異動となります。美的感覚が優れ
ており、新たな企画にも前向きに
挑戦し、現在の広報誌のカタチを
作ってくれました。新たな部署で
も頑張ってね！応援してるよ！▼
広報班は変わらず、これからもよ
り『身近』な広報誌をお届けできる
よう尽力します！ 　　　（山口）

編集後記編集後記

令和6年4月号 No.922
毎月1日発行

広報

CloseClose upupCloseClose upup
　－　－　クローズアップ　クローズアップ　－　－　－　－　クローズアップ　クローズアップ　－　－

ありがとう、厚岸町！

山形　諄さん（28歳・左）
石川　奈穂美さん（31歳・右）

　

令
和
4
年
4
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ら
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海
道
か

ら
の
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遣
職
員
と
し
て
勤
務
し
た

山
形
諄
さ
ん
と
、
令
和
5
年
4
月

か
ら
山
形
県
村
山
市
か
ら
の
派
遣

職
員
と
し
て
勤
務
し
た
石
川
奈
穂

美
さ
ん
が
、
任
期
満
了
の
た
め
、

3
月
末
で
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
形
さ
ん
は
、
総
合
政
策
課
政

策
調
整
係
に
配
属
さ
れ
第
6
期
厚

岸
町
総
合
計
画
の
策
定
な
ど
に
携

わ
り
、
石
川
さ
ん
は
、
町
民
課
窓

口
サ
ー
ビ
ス
係
に
配
属
さ
れ
戸
籍

や
印
鑑
証
明
書
発
行
業
務
な
ど
に

携
わ
り
、
共
に
厚
岸
町
の
た
め
に

尽
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
形
さ
ん
は
「
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
厚
岸
町
を
離
れ
た

後
も
、
牡
蠣
ま
つ
り
に
足
を
運
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
2
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
石

川
さ
ん
は
「
仕
事
も
私
生
活
も
濃

い
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
村

山
市
派
遣
職
員
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
1
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
一
言
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
今
ま
で
の
思
い
出
な

ど
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
に
戻
っ
た
二
人
。
ま
た
厚
岸
町

で
会
え
る
日
を
心
待
ち
に
し
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
の
二
人
の
活
躍
を
、

厚
岸
町
か
ら
応
援
し
た
い
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